
今年も長尾康司さん ( 富士 ) の田んぼで栗山小学校
の 5 年生が稲刈り体験。子どもたちは秋晴れの中、
稲刈りを目いっぱい楽しんでいました。

＼稲刈りって楽しい ! ／
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一般会計
町税 127,425

諸収入 28,966

242,778635,887

繰入金 20,784
繰越金 11,753

その他 53,850

地方交付税
319,662

国庫支出金
97,371

町債
93,748

道支出金
84,583

地方消費税交付金
26,846

その他交付金
13,677

・使用料および手数料
  18,378

・寄附金　17,678
・分担金および負担金
  14,790

・財産収入　3,004

・地方譲与税　9,582
・自動車取得税交付金　1,434
・ゴルフ場利用税交付金　1,304
・配当割交付金　360
・地方特例交付金　353
・株式等譲渡所得割交付金　300
・利子割交付金　179
・交通安全対策特別交付金　165

歳入合計
87億8,665万円

・町民税　53,532
・固定資産税　54,623

・軽自動車税　2,572

・町たばこ税　11,268
・都市計画税　5,310

・入湯税　119
・鉱産税　1

自主財源依存財源

特別会計
　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
目
的
の

た
め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
た
会
計
で
、

栗
山
町
に
は
６
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り

ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

町
民
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た
め
保
険

給
付
を
行
い
、
医
療
保
障
の
充
実
に
努
め

ま
し
た
。　

②
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会
計

　

学
生
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
開

校
以
来
27
年
間
、
就
職
率
１
０
０
％
を
継

続
し
ま
し
た
。

③
介
護
保
険
特
別
会
計

　

要
介
護
・
要
支
援
者
が
能
力
に
応
じ
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
保
険
給
付
を
行
い
、
福
祉
の
増
進

に
努
め
た
ほ
か
、
介
護
予
防
を
推
進
し
ま

し
た
。

④
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

高
齢
者
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た
め
、

資
格
管
理
の
窓
口
事
務
な
ど
を
行
い
、
健

全
な
医
療
給
付
を
進
め
ま
し
た
。

⑤
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地
第
４
期
造
成
事

業
が
完
了
し
、
平
成
27
年
度
よ
り
分
譲
地

の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑥
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

第
４
期
工
業
団
地
造
成
事
業
を
実
施
す

る
た
め
平
成
27
年
度
に
新
た
に
設
置
さ
れ

た
特
別
会
計
で
す
。

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差　引

①国民健康保険特別会計 22 億 4,889 万円　　　　　　20 億 6,781 万円　　　　　　1 億 8,108 万円

②北海道介護福祉学校特別会計 1 億 3,147 万円 1 億 2,922 万円 225 万円

③介護保険特別会計 12 億 9,255 万円 12 億 7,951 万円 1,304 万円

④後期高齢者医療特別会計 1 億 8,753 万円 1 億 8,740 万円 13 万円

⑤住宅団地造成事業特別会計 7,891 万円 7,878 万円 13 万円

⑥工業団地造成事業特別会計 1,369 万円 1,368 万円 1 万円

合　計 39 億 5,304 万円 37 億 5,640 万円 1 億 9,664 万円

企業会計

　平成 27 年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が９月
の栗山町議会定例会で認定されましたので、決算の内容と主な
事業成果の概要をお知らせします。

【問い合わせ】経営企画課行政経営グループ　☎ 73-7503

●
歳
出

　

歳
出
は
、
前
年
度
比
で
約
４
億
１
８
１

３
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
増
減
が
大

き
い
費
目
と
し
て
は
、
民
生
費
が
約
８
億

５
８
３
５
万
円
の
減
、
農
林
水
産
業
費
が

約
３
億
５
０
９
１
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
出
全
体
の
構
成
は
、
総
務
費
が
最
も

多
く
、
次
に
民
生
費
、
公
債
費
と
続
い
て

い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
87
億
８
６
６

５
万
４
０
５
９
円
。
歳
出
総
額
は
86
億
４

５
９
３
万
５
１
４
７
円
と
な
り
、
差
額
の

１
億
４
０
７
１
万
８
９
１
２
円
を
次
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
繰
越
額
の
中
に
は
、
次
年
度
に

実
施
す
る
事
業
財
源
５
８
０
万
円
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
実
質
収
支
は
１
億
３
４

９
１
万
８
９
１
２
円
に
な
り
ま
し
た
。

大切な税金の使い道

収益的収支 決算額
収入額 3 億 9,363 万円　　　　　　
支出額 3 億 4,795 万円
純利益 4,568 万円

資本的収支 決算額
収入額 1 億 9,611 万円　　　　　　
支出額 4 億 1,390 万円
不足額 2 億 1,779 万円

収益的収支 決算額
収入額 7 億 7,527 万円　　　　　　
支出額 7 億 1,690 万円
純利益 5,837 万円

資本的収支 決算額
収入額 5 億 2,511 万円　　　　　　
支出額 7 億 7,001 万円
不足額 2 億 4,490 万円

①水道事業会計②下水道事業会計
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●
歳
入

　

歳
入
は
、
町
債
や
国
庫
支
出
金
の
減
に

よ
り
、
前
年
度
比
で
約
３
億
９
４
９
４
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
全
体
の
構
成
は
町
税
や
使
用
料
な

ど
、
町
が
独
自
に
確
保
し
て
い
る
自
主
財

源
の
割
合
が
27
・
６
％
、
地
方
交
付
税
や

国
・
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
の
依
存
財
源

の
割
合
が
72
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
は
、
企
業

の
経
営
成
績
、
財
政
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
企
業
会
計
方
式
を
採
っ
て

い
る
ほ
か
、
事
業
に
必
要
な
経
費
は
、

経
営
に
伴
う
収
入
（
上
・
下
水
道
料
金
）

を
も
っ
て
充
て
る
と
い
う
独
立
採
算
制

を
原
則
に
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
水
道
事
業
会
計

　

水
を
つ
く
り
、
家
庭
な
ど
に
届
け
る

た
め
の
経
費
（
収
益
的
収
支
）
で
は
４

５
６
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
浄
水
場
の
設
備
更
新
や
配
水
管
の

整
備
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
の
経
費

（
資
本
的
収
支
）
で
は
２
億
１
７
７
９

万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

②
下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
管
や
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
（
収
益
的

収
支
）
で
は
５
８
３
７
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
が
、
下
水
道
管
お
よ
び
下

水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
の
設
備
更
新
や
取

り
替
え
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
の
経
費

（
資
本
的
収
支
）
で
は
２
億
４
４
９
０

万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
減

価
償
却
費
な
ど
収
益
的
支
出
の
う
ち
現

金
の
支
出
を
必
要
と
し
な
い
費
用
に

よ
っ
て
生
じ
た
資
金
（
損
益
勘
定
留
保

資
金
な
ど
）
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

歳出合計
86億4,593万円

総務費
192,717

民生費
172,275

公債費
115,681

土木費
113,677

農林
水産業費
87,486

教育費
72,402

衛生費
43,051

消防費
36,634

商工費
16,636

議会費　8,496
災害復旧費　3,814
諸支出金　1,131
労働費　593

差引額　1 億 4,072 万円
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※単位は万円
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事業実施結果の一部をご紹介します - 栗山町第６次総合計画の主要施策より -

詳
し
い
情
報
は
別
冊
資
料
を
ご

覧
く
だ
さ
い

　

今
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
平
成
27

年
度
の
決
算
概
要
の
ほ
か
、
栗
山
町

第
６
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
平
成
27

年
度
に
実
施
し
た
主
要
施
策
の
成

果
、
ま
ち
の
財
政
状
況
な
ど
、
よ
り

具
体
的
な
決
算
内
容
を
ま
と
め
た
冊

子
「
グ
ラ
フ
と
写
真
で
み
る
、
ま
ち

の
決
算
と
財
政
状
況
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

冊
子
は
、
左
記
の
施
設
窓
口
に
配

置
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

•

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

•

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

•

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

•

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

•

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

•

南
部
公
民
館

基金残高の推移町債残高の推移

　
「
財
政
健
全
化
法
」
と
は
、
財
政
の
健
全
さ

を
計
る
左
記
の
指
標
を
導
入
し
、
再
建
の
枠
組

み
を
定
め
た
法
律
で
す
。
本
町
で
は
、
計
画
的

か
つ
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

実
質
公
債
費
比
率
な
ど
の
状
況
は
依
然
と
し
て

全
道
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況

指標 指標の説明 比率 全道平均
（H26 決算）

基準値
早期健全
化基準

財政再生
基準

実質公債費比率

一般会計が負担す
る元利償還金など
の標準財政規模に
対する比率

15.8 9.2 25 35

将来負担比率

一般会計が将来負
担すべき実質的な
負債の標準財政規
模に対する比率

86.8 62.2 350  

※この指標のほかにも、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「資本不足比率」

の指標がありますが、全ての会計が黒字決算のため省略しています。

％ ％ ％ ％

％ ％ ％

（単位：億円）

　  平成23年度 　  平成24年度 　  平成25年度 　  平成26年度　  平成27年度

  9.6
  9.3

   10.8   11.1
   11.5

   10.0

   5.0

（単位：億円）

　   平成23年度　   平成24年度　   平成25年度　  平成26年度　 平成27年度

   173   175   175

   181

   190

   170

   180

   160

　

安
定
し
た
財
政
運
営
を
進
め
る

た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
決

算
に
伴
う
余
剰
金
の
一
部
や
、
寄

附
金
な
ど
を
原
資
と
し
て
積
み
立

て
た
基
金
の
年
度
末
残
高
は
、
一

般
会
計
分
で
約
９
億
６
８
５
２
万

円
に
な
り
、
前
年
度
比
で
約
３
５

８
３
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
に
お
け
る

取
り
崩
し
額
は
２
億
４
７
７
９
万

円
で
、
積
立
額
は
２
億
８
３
６
２

万
円
で
す
。

　

町
債
（
町
の
借
入
金
）
に
は
、

毎
年
の
財
源
負
担
を
平
均
化
す
る

役
割
と
、
現
在
と
将
来
の
町
民
負

担
を
公
平
に
す
る
役
割
が
あ
り
、　

町
で
は
財
政
状
況
を
悪
化
さ
せ
な

い
よ
う
、
町
総
合
計
画
や
行
財
政

改
革
推
進
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、

計
画
的
な
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

町
債
の
年
度
末
残
高
は
、
全
会

計
分
で
約
１
７
３
億
円
と
な
り
、

前
年
比
で
約
２
億
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

夕
張
川
で
の
川
下
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
験
運
行

建
て
替
え
ら
れ
た
角
田
の
曙
団
地

く
り
や
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売

「
健
康
寿
命
延
伸
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」

　
　
　
　
　
　
　
　

   　

 

記
念
講
演
会

東
京
で
の
移
住
相
談
会

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
キ
ッ
プ
」

の
開
設

更
新
さ
れ
た
消
防
通
信
指
令
装
置

15,720 千円

12,876 千円

4,725 千円

380,155 千円

58,634 千円

188 千円

34,943 千円

55,728 千円

ふるさと自然体験教育の推進と拠点
施設の利活用を図ります。

栗山町への移住・定住を促進します。

高齢社会の課題に対応できる交通シ
ステムを確立します。

公営住宅の整備・改修を行います。

賑わいにあふれ魅力ある商店街づく
りを推進します。

町民・関係団体と協働した健康寿命
延伸を目指します。

栗山町子育て支援センターを移設整
備し、機能を充実します。

消防通信指令装置を更新します。

計画事業
65

計画事業
140

計画事業
141

計画事業
122

計画事業
86

計画事業
129

計画事業
99

計画事業
17

※冊子表紙は変更になる
場合があります。
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※栗山町第６次総合計画に掲載されている計画事業番号および事業名、決算額を掲載しています。

グラフと写真でみる

北海道栗山町

まちの決算と
財政状況

平成２７年度
決算
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運
行
全
般
に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
図

る
こ
と
か
ら
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

▼
栗
山
町
馬
鈴
し
ょ
集
出
荷
貯
蔵
セ
ン

タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

▼
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

以
上
２
件
は
、
施
設
を
そ
ら
ち
南
農
協

に
無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
井
上
博
幸
氏
（
杵

臼
）を
任
命
す
る
も
の
で
す
。
任
期
は
、

平
成
28
年
11
月
22
日
か
ら
平
成
32
年
11

月
21
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
平
成
27
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
・
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
・
北
海
道
介
護
福

祉
学
校
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会

計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・
住

宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
・
工
業
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
・
下
水

道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

以
上
９
件
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

を
経
て
、本
会
議
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
監
査
委
員
か
ら
次
の
意
見
が
付

さ
れ
ま
し
た
。

【
各
会
計
決
算
審
査
結
果
（
抜
粋
）】

お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会
計

で
、
入
学
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
一

定
に
伴
う
補
正
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
に
８
８
９
万
２
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
４
億
１
３
６
４
万
７
千

円
、
資
本
的
支
出
を
１
４
２
９
万
８
千

円
追
加
し
、
総
額
を
４
億
５
０
７
５
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
に
８
５
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
７
７
８
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
条
例

　

高
齢
者
の
生
活
お
よ
び
活
動
の
た
め
の

交
通
手
段
の
確
保
お
よ
び
高
齢
社
会
の

課
題
に
対
応
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
た
め
新
た
に
制
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
栗
山
町
営
バ
ス
運
行
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

「
栗
山
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
条

例
」
の
制
定
に
合
わ
せ
、
町
営
バ
ス
の

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
前
年
度
か
ら

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
立
と
し
て
の

今
後
の
あ
り
方
の
共
通
認
識
形
成
の
た

め
、
外
部
有
識
者
等
を
交
え
た
検
討
を

速
や
か
に
推
し
進
め
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
納
付
す
る

町
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
財
政
運
営
の

さ
ら
な
る
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

▼
平
成
27
年
度
栗
山
町
健
全
化
判
断
比
率

▼
平
成
27
年
度
栗
山
町
資
金
不
足
比
率

▼
放
棄
し
た
債
権
の
報
告

▼
平
成
27
年
度
一
般
財
団
法
人
栗
山
町
農

業
振
興
公
社
決
算
の
報
告

▼
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
軽
度
者
へ
の

福
祉
用
具
貸
与
及
び
住
宅
改
修
の
継
続

を
求
め
る
意
見
書

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
軽
減

特
例
措
置
の
継
続
等
を
求
め
る
意
見
書

▼
「
米
政
策
改
革
」
の
抜
本
的
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向

け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

以
上
４
件
は
可
決
さ
れ
、
関
係
省
庁
に

提
出
さ
れ
ま
す
。

報
　
告

認
　
定

　

平
成
28
年
第
７
回
栗
山
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

▼
平
成
28
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
2
億
5
2
6
8

万
8
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
87
億

6
6
1
2
万
2
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
補
正
の
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

者
返
礼
品
の
追
加
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
平
成
28
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
３
０
６
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
20
億
３
６
５
１
万
７

千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
補
正
の
内

容
は
、
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
に
よ
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
１
１
０
２
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
13
億
９
８
６
５
万

７
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
補
正
の

内
容
は
、平
成
27
年
度
の
介
護
給
付
金
、

地
域
支
援
事
業
費
お
よ
び
事
務
費
の
確

意
見
書

議
　
案

９
月
７
日
開
会

議
会
の
動
き
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

町
は
、
平
成
26
年
３
月
に
閉
校
し
た
継

立
中
学
校
の
跡
地
施
設
を
活
用
し
、
新
た

な
雇
用
の
創
出
や
定
住
人
口
の
増
加
な

ど
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
民
間

活
力
に
よ
り
利
活
用
を
進
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

施
設
の
活
用
を
希
望
す
る
事
業
者
か
ら

広
く
事
業
提
案
を
募
り
、
公※

募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
活
用
事
業
者
を
選
考
す

る
も
の
で
す
。

※
「
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」
と
は
、

目
的
や
条
件
な
ど
を
提
示
の
う
え
広
く

事
業
提
案
を
募
り
、
そ
の
中
か
ら
優
れ

た
提
案
を
行
っ
た
事
業
者
を
選
考
す
る

方
式
で
す
。

▼
物
件
の
概
要

　
【
土
地
】

　

有
償
貸
付
（
20
年
）
の
後
、
有
償
譲
渡

　

貸
付
料
（
年
額
）　

1
3
8
万
8
千
円

　

譲
渡
価
格　

６
９
４
万
円

　
【
建
物
】

　

無
償
譲
渡

▼
利
活
用
の
要
件

地
域
活
性
化
と
振
興
発
展
に
貢
献
で
き

る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

①
産
業
の
振
興
が
図
ら
れ
る
事
業

②
福
祉
の
増
進
が
図
ら
れ
る
事
業

旧
学
校
施
設
（
継
立
中
学
校
）

活
用
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

土地概要

建物概要

所　在 地　番 地　目 地　積

字継立 189 番地 2 の内 学校用地 28,618.05㎡

※用地確定測量の結果により、若干変動する可能性がある

区　分 延床面積 構　造 建築時期など

校 舎 2,331㎡ 鉄筋コンクリート造
2 階建

昭和 39 年建築・41 年改築
昭和 59 年改築

体育館 772㎡ 鉄骨造一部
2 階建 昭和 47 年建築

※この他、渡り廊下および物置あり（全て無償）

③
雇
用
の
創
出
が
図
れ
る
事
業

④
教
育
文
化
の
振
興
が
図
ら
れ
る
事
業

⑤
そ
の
他
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す

る
事
業

※
太
陽
光
発
電
施
設
や
資
材
置
き
場
な
ど

の
利
活
用
は
対
象
外

▼
そ
の
他
の
要
件
お
よ
び
応
募
手
続
き

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
要
項
お
よ
び

申
込
書
類
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
を
確
認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
先
で
も
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
書
類
受
付
期
間

　

10
月
28
日
㈮
ま
で

▼
活
用
事
業
者
決
定
ま
で
の
流
れ（
予
定
）

応
募
受
付
後
、
活
用
事
業
者
選
考
委
員

会
で
書
類
審
査
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
活

用
事
業
予
定
者
を
選
考
し
ま
す
。

そ
の
後
、
詳
細
協
議
な
ど
を
実
施
し
、

町
議
会
で
の
議
決
を
受
け
て
本
契
約
締

結
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
２

事業者決定までのスケジュール（案）

選考委員会
プレゼンテーショ
ン・ヒアリング

11 月中旬

活用事業予定者
選考

11 月中旬

詳細協議

11 月下旬～
平成 29 年
1 月下旬

仮契約締結

平成 29 年
2 月上旬

本契約締結

平成 29 年
3 月中旬

旧継立中学校
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倒
壊
廃
屋
の
対
策
は
？

　

町
の
入
口
に
倒
壊
廃
屋
が
４
軒
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
景
観
と
し
て
も
好
ま
し
く
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
良
い
対
策
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
60
代
男
性
）

所
有
者
に
よ
る
対
処
を
指
導
勧
告

　

国
で
は
全
国
的
に
深
刻
化
す
る
空
き
家

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
昨
年
11
月
に
空
家
対
策
特
措
法
を

制
定
し
、
著
し
く
老
朽
化
し
た
危
険
な
空

き
家
（
特
定
空
家
な
ど
）
に
つ
い
て
、
一

定
の
手
続
き
を
経
て
、
市
町
村
長
が
処
分

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
空
き
家
対
策
と
し
て
、
空
き
家

の
実
態
調
査
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整

備
、
条
例
の
制
定
、
空
家
等
対
策
計
画
の

策
定
、
空
家
等
対
策
協
議
会
の
設
置
な
ど

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
指
摘
の
廃
屋
で
す
が
、
特
定
空
家
な

ど
の
認
定
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
段
階

を
経
て
、
ま
ず
は
所
有
者
自
ら
の
責
任
で

対
処
し
て
い
た
だ
く
よ
う
指
導
勧
告
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
に
係
る

農
地
転
用
の
優
遇
措
置
は
？

　

近
年
、
国
が
促
進
し
て
い
る
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
方
針
も
あ
り
随
所
に
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
設
置
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
農
地
へ
の
設
置
も
多
く
あ
り
ま

　

す
が
、
農
地
転
用
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
農
地
法
の
根
拠
（
条
例
な

ど
）
も
含
め
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
60
代
男
性
）

パ
ネ
ル
設
置
に
係
る
農
地
転
用
の

優
遇
措
置
は
な
い

　

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
た
め
に

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、原
則
と
し
て
、

農
地
法
（
第
４
条
・
第
５
条
）
の
規
定
に

よ
る
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。そ
の
際
、

優
良
農
地
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
設
置

し
よ
う
と
す
る
農
地
の
立
地
条
件
（
農
地

区
分
）
に
応
じ
て
、
許
可
の
可
否
を
判
断

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

許
可
が
可
能
な
農
地
と
は
、
市
街
地
の

区
域
ま
た
は
市
街
化
の
傾
向
が
著
し
い
区

域
に
あ
る
農
地
な
ど
で
、
市
町
村
が
定
め

る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
で
農
用
地
区

域
内
と
さ
れ
た
区
域
内
の
農
地
な
ど
、
優

良
農
地
へ
の
設
置
は
原
則
、
許
可
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
地
転
用
で
の
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
は
、
特
に
優
遇
措
置
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
農
業
者
が
営
農
を
継
続
し
な
が

ら
、
営
農
型
発
電
設
備
を
農
地
に
支
柱
を

立
て
て
、
上
部
空
間
に
設
置
す
る
場
合
な

ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
優
良
農

地
で
あ
っ
て
も
許
可
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　1 枚のはがきが 明日のくりやまを変える！

り まや

スイボチッャキ
【問い合わせ】　町総務課 広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

皆さんからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度、広報に折り込ま

れる専用はがきを切り取って、

必要事項を記入してポストに

投函。（切手不要）

①広報折り込みの専用はがきで！

はがきをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、「72-3179」に送信。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス。

③ホームページ専用フォームで！

催
告
書
の
送
付

　

町
で
は
、
納
期
内
に
納
付
し
な
い
方
に

対
し
て
、
督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
納
付
し
な
い
方
に
は
、
催
告

書
、
訪
問
な
ど
に
よ
り
自
主
納
付
を
促
し

て
い
ま
す
。

職
場
へ
も
調
査
し
ま
す

　

し
か
し
、
再
三
の
催
告
や
納
付
相
談
な

ど
に
応
じ
ず
、
納
税
に
誠
意
の
見
ら
れ
な

い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
納
付
さ
れ
て
い

る
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
法
に
基

づ
き
、
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

資
産
（
土
地
な
ど
の
不
動
産
や
自
動
車

な
ど
の
動
産
）
や
預
貯
金
、
職
場
へ
の
給

与
調
査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え
を
執
行
し

ま
す
。

納
期
内
に
納
付
を
！

　

町
税
の
納
付
は
、
納
期
内
の
自
主
納
付

が
原
則
で
す
。納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

督
促
状
の
発
送
な
ど
に
多
額
の
経
費
が
掛

か
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
口
座
振
替
の
推
進
や
24
時
間

３
６
５
日
納
付
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
収
納
を
全
て
の
町
税
で
利
用
可
能

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
内
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

医
療
費
が
10
割
負
担
⁉

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
続
け
る

と
、
保
険
証
の
期
間
が
短
く
な
っ
た
り
、

医
療
費
を
10
割
負
担
す
る
資
格
証
明
証
と

な
り
ま
す
。

早
め
の
納
付
相
談
を
！

　

町
で
は
、
病
気
や
失
業
、
生
活
困
窮
な

ど
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も
納
期
内
の
納
付

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
納
付
計
画
（
分

納
計
画
）の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
町
税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ
（
⑨
番

窓
口
）
へ
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
６

平成 27 年度滞納処分の状況
　◇財産調査の件数　　
　　405 件
　※預貯金、給与、不動産など
　◇差し押さえなどの件数
　・預 貯 金　52 件
　・給与ほか　29 件　

町税納期限 納税は便利な口座振替を
ご利用ください

町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5
納 税 に 関 す る 相 談
町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6

課税内容に関する問い合わせ

コンビニ納付
ができます

後期高齢者医療保険料　④期

介 護 保 険 料　　　④期

国民健康保険税　　　④期

町 道 民 税　　　③期

}10 月 31 日（月）
ご相談は

お早めに！

税差し押さえ強化中！
給与 預貯金 土地ほか
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ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

資
源
ご
み
の
処
理
状
況

　

今
月
は
、
昨
年
度
の
資
源
ご
み
出
荷
状

況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
家
庭
お
よ
び
事
業
所
か
ら

出
さ
れ
る
ご
み
排
出
量
の
う
ち
、
約
36
％

に
あ
た
る
１
１
７
２
ト
ン
を
、
資
源
ご
み

と
し
て
町
外
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
出
荷

し
、
そ
の
売
却
額
（
詳
細
は
表
１
の
と
お

り
）
は
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
ご
み
処
理

業
務
に
充
て
て
い
ま
す
。

　

資
源
ご
み
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の
と
お

り
、
新
聞
紙
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
紙
類
が

44
％
で
一
番
多
く
、
そ
の
次
に
プ
ラ
ス

金属類
（24ｔ・2％）

廃乾電池・廃蛍光灯・
廃油、発砲スチロール、
古布（37ｔ・3％）
ガラス・陶器類
（45ｔ・4％）

ペットボトル
（50ｔ・4％）

缶類
（95ｔ・8％）

びん類
（140ｔ・12％）

プラスチック類
（264ｔ・23％）

紙類
（517ｔ・44％）

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

夜
間
の
交
通
安
全

　

こ
れ
か
ら
冬
に
な
る
に
つ
れ
て
日
が
落

ち
る
の
が
早
く
な
り
、
自
動
車
の
運
転
手

か
ら
歩
行
者
を
確
認
す
る
の
が
難
し
く
な

り
ま
す
。

　

着
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
も
運
転
手
か

ら
見
え
る
距
離
が
変
わ
り
、
暗
め
の
服
装

だ
と
38
メ
ー
ト
ル
、
明
る
い
服
装
だ
と
90

メ
ー
ト
ル
、
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
て
い

る
と
１
４
５
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

時
速
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
行
し
て
い

る
車
の
場
合
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
か
ら

止
ま
る
ま
で
22
メ
ー
ト
ル
進
み
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
「
制
動
距
離
」
と
言
い
、
こ
の

距
離
は
時
速
が
早
い
ほ
ど
長
く
な
り
、
時

速
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
場
合
は
止
ま
る
ま

で
に
32
メ
ー
ト
ル
、
時
速
60
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
場
合
は
44
メ
ー
ト
ル
進
み
ま
す
。

　

時
速
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
る
自
動
車

の
運
転
手
で
あ
れ
ば
、
暗
め
の
服
装
の
歩

行
者
を
見
た
瞬
間
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で

も
間
に
合
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

外
出
の
際
は
、
夜
光
反
射
材
を
着
用
す

る
か
な
る
べ
く
明
る
い
服
装
で
、
運
転
者

に
自
分
の
位
置
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

秋の全町一斉清掃

【日時】10月16日日  7:00～
【場所】町内全域
　　　　　　※ 6：45 に打上花火で合図（雨天決行）
　　　　　　※詳細は、各町内会・自治会経由で通知

速度別制動距離図

時速 50 キロの制動距離

時速 60 キロの制動距離

40m

32m

44m

前照灯（ロービーム）
照射範囲

消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
日 

そ
の
時 

そ
の
場
所
で

消
防

【問い合わせ】　
　南空知消防組合
　消防署
　☎ 72-0150

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

10
月
15
日
㈯
か
ら
31
日
㈪
ま
で
、
全
道

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
ま

す
。
ま
た
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
を
取

り
扱
う
機
会
が
増
え
る
た
め
、
１
年
を
通

じ
て
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
身
の
回
り
の
火
の
元
を

点
検
し
た
り
避
難
口
を
確
認
す
る
な
ど
し

て
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
尊

い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

　

平
成
23
年
６
月
よ
り
、
全
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
の
際
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
手
入
れ
と
作
動
確
認
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
お
手
入
れ

最
低
で
も
年
に
１
回
は
乾
い
た
布
で
ホ

コ
リ
を
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

●
作
動
確
認

本
体
の
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
、
も
し
く

は
点
検
用
ひ
も
を
引
く
こ
と
で
音
声
案

内
な
ど
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

※
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
は
、
全
寝

室
お
よ
び
階
段
室
（
２
階
に
寝
室
が
あ

る
場
合
）
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

分団名 地区 日　時 場　所

第 1 分団 栗山 10 月 2 日㈰
13：00 ～ 栗 夢 広 場

第 2 分団 角田 10 月 22 日㈯
15：00 ～

角田小学校
グラウンド

第 3 分団 継立 10 月 16 日㈰
14：00 ～ 南部公民館

平成 28 年度　秋季消防演習日程
　下記の日程で、秋季消防演習を実施します。演
習実施中に車両のサイレンが鳴ることがあります
ので、火災と間違わないようにお願いします。

【
平
成
28
年
度
　
全
国
統
一
防
火
標
語
】

堆肥「栗
く り

肥
ぴ っ と

土」秋の特別販売

【日時】10月6日木  9:00～
【場所】役場駐車場（旧老人憩いの家付近）
【価格】1 袋（10kg）300 円
【販売数量】500 袋
【特典】5 袋につき 1 袋プレゼント
※無くなり次第終了

平成 27 年度 資源ごみ出荷量内訳グラフ 1

平成 27 年度 資源ごみ売却料内訳表 1

種　類 売却額（円）
缶類 957,300
ペットボトル 503,500
プラスチック類 250,324
紙類 676,480
金属類 99,480
廃油 186,000
古布 26,130

計 2,699,214

チ
ッ
ク
類
が
23
％
、
び
ん
類
が
12
％
と
続

い
て
い
ま
す
。

　

汚
れ
が
残
っ
て
い
る
資
源
ご
み
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
え

ず
、
最
終
処
分
場
へ
埋
立
す
る
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

資
源
ご
み
を
出
す
場
合
は
、
よ
く
汚
れ

を
落
と
し
て
か
ら
出
さ
れ
る
よ
う
、
町
民

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所

　
　
　
　

理
事
長　

蛯
名　

勇
人

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です

こんにちは！ 町史編さん室です

応
対
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
し
て
半
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
夏
ま
つ
り
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出

場
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
少
し
ず
つ

栗
山
町
民
に
近
づ
い
て
き
た
と
勝
手
に

思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

　

そ
し
て
、
本
当
に
優
し
い
方
ば
か
り

で
「
栗
山
町
っ
て
素
敵
な
街
だ
よ
」
と

東
京
の
友
人
に
自
慢
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
栗
山
町
民
に
近
づ
け
る
よ
う
町

の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
ふ
る
さ
と
納

税
を
担
当
し
て
い
る
五
十
嵐
真
衣
（
い

か
ら
し
ま
い
）
で
す
。
よ
く
、「
い
が

ら
し
」
と
間
違
え
ら
れ
ま
す
が
、「
い

か
ら
し
」
な
ん
で
す
。
父
の
実
家
が
あ

る
新
潟
の
方
言
で
濁
ら
な
い
そ
う
で

す
。
東
京
出
身
で
現
在
20
歳
で
す
。

　

趣
味
は
舞
台
観
賞
（
月
１
で
札
幌
の

小
劇
場
に
見
に
行
き
ま
す
）
そ
し
て
、

栗
山
町
に
移
住
し
て
増
え
た
の
が
、「
散

歩
」
で
す
。
夏
は
気
候
も
良
く
、
自
然

が
豊
か
で
空
気
が
い
い
の
で
買
い
物
し

た
後
に
、
つ
い
寄
り
道
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

担
当
業
務
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
事
業
者
向
け
に
事
業
者
紹
介
や
寄

附
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
「
ふ
る

さ
と
納
税
通
信
」
の
作
成
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
受
け
付
け
、
問
い
合
わ
せ
の

　

栗
山
町
の
歴
史
や
文
化
を
眺
め
る

と
、「
栗
山
」
と
い
う
地
域
を
見
る
だ

け
で
は
く
く
れ
ぬ
事
柄
も
、
数
多
く
あ

り
ま
す
。
確
か
に
由
仁
や
長
沼
、夕
張
、

岩
見
沢
に
四
方
を
囲
ま
れ
、
こ
の
地
理

（
行
政
域
）
感
に
困
惑
す
る
場
面
も
頻

繁
で
す
。

　

例
え
ば
、
明
治
時
代
の
ア
ノ
ロ
地

区
。
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
登
川

村
（
現
夕
張
市
）
か
ら
分
離
さ
れ
る
ま

で
、
ア
ノ
ロ
地
区
の
住
民
は
角
田
村
民

で
は
な
く
登
川
村
民
で
し
た
。
ま
た
、

も
う
一
つ
が
ウ
エ
ン
ベ
ツ
地
区
。
当
時

の
角
田
村
（
現
栗
山
町
）
と
栗
沢
村

（
現
岩
見
沢
市
）
に
ま
た
が
り
、

１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
に
境

界
変
更
で
角
田
村
に
編
入
さ
れ

る
ま
で
は
、
一
体
ど
ち
ら
の
地

域
を
指
す
の
か
が
分
か
り
難
い

と
こ
ろ
で
す
。
地
域
名
も
「
雨

煙
別
」・「
迂
遠
別
」
と
当
初
の

記
述
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
編
さ
ん

室
内
で
も
話
題
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
疑
問
に
対
し
て
、
大
き

く
「
夕
張
川
流
域
圏
」
と
い
う

視
点
が
望
ま
し
い
と
、
以
前
先

達
の
方
か
ら
注
目
す
る
示
唆
を

栗
山
町
っ
て
素
敵
な
街

平
成
の
栗
山
の
「
か
た
ち
」
を
史
実
で
つ
な
ぐ

VOL.4

No.4

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
史
と
聞
く
と
、
何
か
し
ら
硬

い
文
章
や
明
治
以
来
の
行
政
用
語
な
ど

が
織
り
交
ざ
り
、
敬
遠
さ
れ
が
ち
の
も

の
で
す
が
、
地
域
を
広
く
深
く
知
る
源

泉
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
歌
「
イ
マ
ジ
ン
」

の
よ
う
に
、
想
像
の
世
界
を
膨
ら
ま
せ

な
が
ら
、
平
成
の
栗
山
の
「
か
た
ち
」

を
捉
え
て
、
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
も

の
で
す
。（
青
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

こんにちは！　私たち栗山青年会議所です

秋の特設行政相談を開催します

住
の
外
国
人
と
一
緒
に
、
町
内
で
の
各

種
体
験
を
行
う
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
最
後
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
参

加
者
同
士
の
意
見
交
換
な
ど
も
行
い
、

と
て
も
気
付
き
の
多
い
一
日
で
し
た
。

　

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
の
結
果
か
ら
、

今
後
増
加
す
る

外
国
人
観
光
客

に
対
し
て
、
地

域
の
特
色
や
強

み
を
生
か
し
た

資
源
を
魅
力
と

し
て
昇
華
さ
せ

る
必
要
性
や
、
こ
の
地
域
の
外
国
人
観

光
客
に
対
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
受
入

態
勢
の
必
要
性
に
つ
い
て
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て

提
唱
し
て
い
き
ま
す
。

　

参
加
者
お
の
お
の
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

と
い
う
可
能
性
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る

機
会
と
し
、
こ
の
地
域
で
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
加
速
へ
の
踏
み
台
と
な
る
べ
く
、

こ
の
先
の
日
本
あ
る
い
は
地
方
と
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
観
光
業
推
進
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
地
方
創
生

と
い
う
言
葉
が
各
地
で
う
ご
め
く
中
、

明
る
い
兆
し
と
し
て
近
年
、
外
国
人
旅

行
者
数
が
急
増
し
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪

日
外
国
人
旅
行
）
を
地
域
成
長
戦
略
と

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

安
倍
内
閣
で
も
、「
明
日
の
日
本
を

支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」
と

題
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
追
い
風

と
し
た
観
光
立
国
を
目
指
し
、
２
０
２

０
（
平
成
32
） 

年
に
は
外
国
人
観
光
客

数
４
０
０
０
万
人
を
目
標
と
し
て
掲

げ
、
地
方
で
の
さ
ら
な
る
観
光
業
発
展

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
拡
大
し
て
い
く
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
、
都
市
か
ら
地
域
へ
、
爆
買
い

か
ら
体
験
型
へ
と
変
化
を
見
せ
て
い
る

時
代
の
中
、
栗
山
町
も
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
を
有
し
て
お
り
国
際
的
な
観
点
か

ら
、
こ
の
地
域
の
魅
力
溢
れ
る
資
源
を

見
つ
め
直
し
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、

こ
の
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

先
日
、私
た
ち
は
外
国
人
を
招
待
し
、

国
際
的
な
視
点
か
ら
こ
の
地
域
の
新
た

な
魅
力
や
国
際
化
へ
の
可
能
性
を
見
い

だ
す
こ
と
を
目
的
に
「
地
域
の
魅
力
体

験
バ
ス
ツ
ア
ー
」
と
題
し
、
北
海
道
在

　

町
で
は
、「
行
政
相
談
週
間
（
10
月

17
日
～
23
日
）」
に
合
わ
せ
て
、
左
記

の
と
お
り
秋
の
特
設
行
政
相
談
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
程
】

①
日
時
・
場
所

　

10
月
18
日
㈫　

午
前
10
時
～
正
午

　

南
部
公
民
館

②
日
時
・
場
所

　

10
月
21
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

【
相
談
内
容
】

年
金
、
登
記
、
道
路
、
河
川
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
行
政
業
務
に
つ
い

て
要
望
、
意
見
を
お
聞
き
し
改
善
を

図
り
ま
す
。

※
相
談
は
い
ず
れ
も
無
料

※
秘
密
厳
守

■
定
期
相
談
も
開
催
し
て
い
ま
す

○
毎
月
第
２
月
曜
日

　

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

　

場
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

○
偶
数
月
第
１
火
曜
日

　

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

　

場
所

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

国
際
的
視
点
で
見
つ
け
る
ま
ち
の
タ
カ
ラ

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
な
い
で

VOL.57

行
政
相
談
委
員
と
は
・
・
・

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民
間

有
識
者
で
、住
民
の
相
談
相
手
と
し
て
、

国
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を
受

け
付
け
、
そ
の
解
決
を
図
る
行
政
相
談

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

本
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
総
務
課

　

広
報
・
防
災
・
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
１

■行政相談委員　窪　統央さん
松風 2 丁目 ☎ 72-2779

■行政相談委員　片山　孝さん
角田 ☎ 72-1577

夕張川カムイコタン図
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今
年
２
月
か
ら
の
日
本
銀
行
の

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
影
響
で
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
固
定
金
利
が
下
が

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

変
動
金
利
が
一
番
低
い
と
い
う

常
識
が
変
わ
り
、
変
動
金
利
を
下

回
る
固
定
金
利
商
品
も
出
て
き
て

お
り
、
実
際
、
変
動
金
利
よ
り
も

固
定
金
利
を
選
択
す
る
人
が
増
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

過
去
に
も「
史
上
最
低
の
金
利
」

と
言
わ
れ
た
時
期
が
何
度
か
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
も
確
か
に
史
上

最
低
の
状
況
で
あ
り
、
マ
イ
ホ
ー

ム
購
入
の
背
中
を
押
し
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
む
と

き
に
一
番
悩
む
の
が
こ
の
金
利
タ

イ
プ
。
長
い
期
間
の
住
宅
ロ
ー
ン

は
、
０
・
１
％
の
差
で
も
総
返
済

額
に
影
響
し
ま
す
。
変
動
金
利
は

将
来
の
金
利
上
昇
時
を
想
定
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
む
と

き
に
目
安
に
す
る
の
が
、
現
在
の

家
賃
。
住
宅
関
連
の
チ
ラ
シ
に
も

よ
く
「
家
賃
並
み
の
返
済
」
な
ど

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

で
も
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

ね
。
家
賃
と
同
額
の
返
済
額
で
は

い
ず
れ
返
済
が
き
つ
く
な
り
ま

す
。
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
で

「
諸
費
用
」
が
発
生
す
る
か
ら
で

す
。
固
定
資
産
税
や
火
災
保
険
、

修
繕
な
ど
の
維
持
費
。
ま
た
賃
貸

よ
り
も
居
住
面
積
が
広
く
な
る

分
、
光
熱
費
も
か
さ
み
が
ち
。
子

ど
も
が
い
る
場
合
は
、
成
長
と
と

も
に
家
計
全
体
の
支
出
も
増
え
て

い
き
ま
す
。

　
「
最
後
ま
で
払
い
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
返
済
額
」。
こ
れ
が
住

宅
ロ
ー
ン
の
極
意
で
す
。

住宅ローンについてコラム
お金のおはなし

文・星　洋子 さん

くりやまライフサポーター
応援ファイナンシャル・プランナー（FP）

マ
イ
ホ
ー
ム
、

　
　
　
今
が
買
い
時
？

ほ
し　

よ
う
こ

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン

ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経
理
・
総

務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
自
身
の
家
計

の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ
Ｐ
の
資
格
を
取
得
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ

と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど

を
中
心
に
活
躍
中
。

広域的な活動による地域コミュニティの活性化を促進している「まち
づくり協議会」の取り組みを紹介します。

まちづくり協議会通信

　

８
月
31
日
か
ら
９
月
４
日
ま
で

の
期
間
、
自
主
防
災
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
昨
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
、
こ
の
日
は
松
風
第
６
・
松

風
第
７
・
松
風
第
８
・
松
風
第
９
・

睦
町
内
会
か
ら
約
20
人
が
参
加
。

ま
た
、
栗
山
警
察
署
か
ら
２
人
が

応
援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
井
戸
勉
会
長
は
「
犯

罪
を
防
止
す
る
た
め
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、各
町
内
会
に
分
か
れ
、

揃
い
の
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
防
災
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
奥
尻
町
で
北
海
道
南

西
沖
地
震
の
津
波
を
体
験
し
た
元

消
防
士
の
三
浦
浩
氏
を
招
き
「
あ

の
坂
へ
い
そ
げ
」と
題
し
て
講
演
。

　

三
浦
さ
ん
は
、
ス
ラ
イ
ド
と
手

作
り
紙
芝
居
を
使
っ
て
「
災
害
が

起
き
た
ら
『
命
を
守
る
』『
命
を

つ
な
ぐ
』『
手
立
て
を
３
つ
』
を

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
も
日
ご
ろ
か
ら
災

害
に
備
え
る
こ
と
を
伝
え
て
」
と

呼
び
か
け
、
約
40
人
の
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

　

９
月
11
日
、
災
害
避
難
訓
練
と

防
災
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
学
習
会
で
は
、
フ
リ
ー

キ
ャ
ス
タ
ー
で
気
象
予
報
士
の
菅

井
貴
子
氏
に
よ
る
講
演
を
開
催
。

　
「
多
発
す
る
異
常
気
象
と
北
海

道
の
将
来
」と
題
し
た
講
演
で
は
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
「
完
全
な
防

災
は
無
理
で
も
、
減
災
は
可
能
で

す
。
命
を
守
る
『
情
報
』『
知
識
』

『
備
え
』
の
３
原
則
を
意
識
し
て

地
域
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
災
害

対
策
し
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
、

約
70
人
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
自
主
防
災
会
に
よ
る

避
難
訓
練
が
、
９
月
４
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
自
主
防
災
会

と
し
て
初
め
て
行
わ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
一
時
避
難
訓
練
に
加
え
消
火

訓
練
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実
施
。

　

早
朝
に
、
震
度
６
強
の
大
地
震

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
訓

練
に
は
、
朝
日
・
朝
日
４
丁
目
・

湯
地
中
央
町
内
会
か
ら
約
２
４
０

人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
古
瀬
一

芳
代
表
は
「
こ
の
よ
う
な
訓
練
を

通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意

識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

栗山町若者移住促進
助成制度

＼栗山町に 移
・

住
・

す
・

る
・

 若者・子育て世代に
耳よりな情報／

　この助成制度は、これからのまちづくりを
担う若者・子育て世代を増やし、活力あるま
ちづくりの推進を目的として、栗山町に転
入する 40 歳未満の方、もしくは中学生以下
の子と同居される方に対する住宅支援制度
です。
※その他、民間賃貸住宅を借りて移住する場

合の家賃助成制度もあります。
【問い合わせ】
　町若者定住推進室　☎ 73-7521

栗山町若者移住促進助成 検索詳しくは、

をクリック！

最大

120 万円

新たな地域
コミュニティ

　
　
風
中
央
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

　
　
　

防
災
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

松

　
　
日
・
湯
地
中
央
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

　
　
　

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

朝

　
　
央
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

　
　
　

命
の
大
切
さ
を
語
り
つ
な
ぐ

中

　
　
央
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

　
　
　

協
力
し
て
災
害
対
策
を

中

■一戸建て住宅を取得した場合の助成

①新築住宅取得費用助成制度

②中古住宅取得費用助成制度

③中古住宅リフォーム助成制度

助成金額
80 万円

助成金額
工事費用の

30％
（最大 30 万円）

助成金額
取得費用の

10％
（最大 30 万円）

＋ ＋

＋

町内事業者
建設加算
20 万円

エコビレッジ
分譲地住宅加算

20 万円

リフォーム済住宅加算
工事費用の 30％
（最大 30 万円）

※リフォーム工事後の中古住宅を取得した場合

※中古住宅取得後、自らリフォームした場合



栗山町議会基本条例制定 10 周年記念事業が 8 月 26
日、カルチャープラザ「Eki」で行われました。道内
外から 200 人を超える参加があり、第 1 部では前栗
山町議会議長の橋場利勝さんを講師に迎え「私の望む
議会」をテーマに記念講演。講演で橋場さんは「町民
を意識した政策を実現してほしい」と呼びかけました。
第 2 部では、6 人のパネラーがパネルディスカッショ
ンを行い、参加者は資料を見ながら各パネラーの発言
を聞いて、熱心にメモを取っていました。

民を意識した政策を
町議会基本条例制定10周年記念事業町

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

イモ収穫に強い味方
くりやま農業応援隊種

 北海道大学の学生が、8 月 29 日から町内の農家で
「くりやま農業応援隊」として農作業をサポートしま
した。応援隊は平成 21 年より実施。農業繁忙期の人
手不足解消に一役買っています。受入農家の指導のも
と、学生たちは大型機械で掘り出した種イモの選別や
袋入れ作業などを行いました。9 月 1 日、用川一雄さ
ん（桜山）のほ場で収穫を行った山中元貴さん（工学
部 3 年：22 歳）は「太陽の下での農作業はとても気
持ちがいいです」と話していました。   

面の笑顔を書いて渡して
笑い文字教室満

笑顔のイラストと文字を組み合わせた「笑い文字教
室」が 8 月 25 日、カルチャープラザ「Eki」で行われ
ました。植

う え だ

田美
み ゆ き

之さんを講師に招き、町民 18 人が参加。
参加者は丸をイメージして笑顔を描きこむなどのポイ
ントを約 1 時間かけ学習。最後に笑顔いっぱいの「あ
りがとう」をはがきに書きあげました。参加した中村
由江さん（70 歳：松風 4 丁目）は「丸と笑顔をうま
く書くことができてうれしかったです」と笑顔で話し
ていました。

発達障がい研究・治療のエキスパートである田中康
雄さんの講演会が 9 月 4 日、総合福祉センター「しゃ
るる」で開かれました。今回は、「生きづらさを抱え
た子どもたちに寄りそって～理解と支援～」と題して
講演。田中さんは「みんなで必要に応じた支援をして
いくことが大切です」と呼びかけ、集まった約 150
人は熱心に耳を傾けていました。参加した西田桂

けい

さん
は「今日の話はたくさんの人に聞いて欲しいと思いま
した」と話してくれました。

どもたちに寄りそって
田中康雄氏講演会子

第 47 回くりやまマラソン大会が 9 月 4 日に開かれ、
静岡県や沖縄県をはじめ町内外から 362 人が参加し初
秋の栗山を駆け抜けました。参加者は、栗山小学校前
をスタートし、田園風景が広がる町内の 3km、6km、
10km の各コースを力走。心地よい風と沿道からの声
援を受けながらゴールのスポーツセンターを目指しま
した。表彰式では、男女、年代別に 1 位から 3 位まで
に賞状とメダルが授与され、表彰式の後には栗山町の
特産品が当たる抽選会も行われました。

りやまの大地を力走
第47回マラソン大会く

長きにわたり民生委員・児童委員として活動されて
いる丸山紘司さん（中央 4 丁目）と藤澤千惠子さん ( 松
風 3 丁目 ) が北海道社会貢献賞を受賞し、9 月 7 日に
椿原紀昭町長へ報告に訪れました。丸山さんは平成 6
年から、藤澤さんは平成 7 年から民生委員・児童委員
となり、多年にわたり努められました。丸山さんは「こ
れまで活動できたのは多くの皆さんにご指導いただい
たおかげです」と話し、藤澤さんは「地域の皆さんの
ご理解とご協力に感謝します」と語ってくれました。  

海道社会貢献賞を受賞
丸山紘司さんと藤澤千惠子さん北

族一体となって協力を
子育て講演会家

栗山町子育て講演会が 9 月 12 日、総合福祉センター
「しゃるる」で開かれました。講師に北海道教育大学
附属札幌小学校の栄養教諭 須

す ご う こ う じ

合幸司さんを招き「子ど
もの成長を加速させる方法」と題して講演。須合さん
は「運動神経が身に付くタイムリミットは、平均で小
学 3,4 年生くらい。子どもにはいろいろな動作を経験
させましょう。また、家族一体となって協力をしてい
くことも大切です」と呼びかけ。集まった約 70 人は
熱心に耳を傾けていました。  

米の大切さを感じて
稲刈り体験ツアーinくりやまお

「稲刈り体験ツアー」が 9 月 10 日、継立の國岡晃平
さんの水田で行われました。農業の理解と、食や米に
対する関心を高めることを目的としてそらち南農協青
年部（前田一樹部長）が主催し、今回で 29 回目。開
会式で前田部長が「稲刈り体験を通してお米の大切さ
を感じてください」とあいさつし、その後、青年部員
から指導を受け、参加した約 50 人は稲刈りを行いま
した。初めて参加した札幌市の武藤 菫

すみれ

さん（8歳）は「と
ても楽しかったです」と話していました。 
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【
対
象
者
】

①
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
機
能
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
に
重
い
障
が
い
（
身

体
障
が
い
１
級
相
当
）
が
あ
る
方

【
接
種
期
間
】

　

10
月
１
日
㈯
～
12
月
31
日
㈯

【
助
成
金
額
】

　

１
５
０
０
円

　
（
生
活
保
護
世
帯
は
全
額
助
成
）

※
接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
控
除
し

た
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

※
町
内
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
の
み　

で
す
。

【
予
防
接
種
を
受
け
る
時
期
】

　

12
月
中
旬
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
例
年

12
月
か
ら
３
月
頃
が
中
心
と
な
り
ま

す
。
予
防
接
種
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で

に
は
接
種
後
約
２
週
間
程
度
か
か
り
、

５
カ
月
間
効
果
が
持
続
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
）

【
日　

程
】

　

11
月
８
日
㈫

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
い

る
方
で
、
歯
科
医
院
に
通
院
し
て
虫
歯
の

治
療
を
し
た
、
あ
る
い
は
し
て
い
る
経
験

の
あ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
虫
歯
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

虫
歯
の
お
話

失
活
歯
と
生
活
歯

歯
の
治
療
方
法
と
使
用
年
数

一
度
死
ん
だ
歯
は
72
年
も
つ
の
か

永
山
歯
科
医
院 

院
長

永
山
　
裕

　

午
前
７
時
50
分
役
場
集
合

※
役
場
か
ら
無
料
バ
ス
で
送
迎

【
場
所
お
よ
び
検
診
機
関
】

　

北
海
道
対
が
ん
協
会

　
（
札
幌
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
）

◆
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
検
診
項
目
・
検

診
料
金
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
日　

程
】

　

10
月
27
日
㈭

【
場
所
お
よ
び
時
間
】

○
南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

午
前
９
時
半
～
10
時
半

○
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

正
午
～
午
後
１
時

○
北
海
道
内
田
鍛
工
株
式
会
社

　

午
後
１
時
半
～
２
時
半

○
町
役
場

　

午
後
３
時
～
４
時
半

　

病
気
に
対
す
る
免
疫
を
つ
け
、
感
染
や

重
症
化
の
予
防
、
感
染
症
の
ま
ん
延
予
防

な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
る
予
防
接
種
。
10

月
１
日
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
が
定
期
予
防
接
種

に
追
加
と
な
り
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
に
よ
り
起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で
、
一

過
性
の
感
染
で
終
わ
る
場
合
と
、
そ
の
ま

ま
感
染
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
し
ま
う

場
合
（
キ
ャ
リ
ア
）
が
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
に
な
る
と
慢
性
肝
炎
に
な
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
部
の
人
で
は

肝
硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
命
に
関
わ
る
病
気

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
す
る
こ
と
で
、
体
の
中
に
Ｂ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
へ
の
抵
抗
力
（
免
疫
）

が
で
き
、
肝
炎
を
予
防
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
キ
ャ
リ
ア
の
予
防
や
周
り
の
人
へ
の

感
染
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

１
歳
未
満
（
平
成
28
年
４
月
１
日
以
後

に
生
ま
れ
た
方
に
限
る
）

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種

H ealt h     Health     H
ealth     Health     

H
ea

lth

！
【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

B 型肝炎が定期予防接種に

集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

※
母
子
感
染
予
防
の
た
め
に
抗
Ｈ
Ｂ
ｓ　

人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
併
用
し
て
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
を
除
き

ま
す
。

※
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
生

ま
れ
の
方
に
は
、
個
別
通
知
お
よ
び
勧

奨
、
平
成
28
年
10
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
に
は
、
出
生
時
な
ど
に
個
別
勧

奨
を
実
施
し
ま
す
。

　
（
予
防
接
種
の
受
け
方
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
）

※
長
期
療
養
な
ど
の
理
由
で
町
内
医
療
機

関
で
の
接
種
が
難
し
い
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
接
種
回
数
】
３
回

※
す
で
に
受
け
た
Ｂ
型
肝
炎
の
任
意
予
防

接
種
の
回
数
分
は
、
定
期
予
防
接
種
を

受
け
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

【
接
種
料
金
】
無
料

【
接
種
方
法
】

27
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
２
回
接
種

後
、
１
回
目
の
注
射
か
ら
１
３
９
日
以

上
の
間
隔
を
お
い
て
１
回
接
種
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治
療
し
た
歯
は
ど
の
く
ら
い
の
期
間
も

つ
の
か
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
あ

る
調
査
に
よ
る
と
、
上
記
表
１
の
よ
う
な

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
簡
単
に
ま
と
め
る

と
、
一
度
治
療
し
た
歯
は
５
年
か
ら
10
年

で
再
度
治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

で
は
、
別
の
視
点
で
神
経
の
あ
る
歯

（
生せ

い
か
つ
し

活
歯
）
と
神
経
の
な
い
歯
（
失し

っ
か
つ
し

活
歯
）

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

歯
が
冷
た
い
も
の
、
熱
い
も
の
、
甘
い

も
の
で
し
み
て
、
ズ
キ
ズ
キ
痛
く
な
っ
た

り
、
は
ぐ
き
が
は
れ
、
歯
が
浮
い
て
か
め

な
く
な
り
、
歯
科
で
神
経
の
治
療
（
歯

内
療
法
）
を
し
て
詰
め
物
や
か
ぶ
せ
物

（
補ほ

て
つ綴
・
充
填
）
を
し
て
い
る
方
が
数
多

く
い
ま
す
。

　

困
っ
た
症
状
が
な
く
な
り
、
も
と
あ
っ

た
歯
と
そ
っ
く
り
な
詰
め
物
や
か
ぶ
せ
物

が
入
り
、
物
も
食
べ
や
す
く
な
り
一
安
心

と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
の
口
の
中
は
直
接
見
え
ま
せ
ん
。

何
も
困
り
事
が
な
け
れ
ば
治
療
し
た
記
憶

も
定
か
で
は
な
い
方
も
多
く
い
ま
す
。

　

こ
の
神
経
の
治
療
を
し
た
歯
を
「
失
活

歯
」
と
言
い
、
神
経
の
あ
る
歯
を
「
生
活

歯
」
と
言
い
ま
す
。

　

一
度
死
ん
だ
歯
と
は
、
神
経
の
治
療
を

し
て
持
た
せ
て
い
る
歯
（
失
活
歯
）
で

日
本
人
の
口
の
中
に
数
多
く
あ
り
ま
す
。

昔
、
死
ん
だ
歯
の
治
療
は
歯
を
抜
く
こ
と

（
抜ば

っ
し歯

）
で
し
た
。

　

我
が
国
で
一
度
死
ん
だ
歯
を
も
う
一
度

か
め
る
よ
う
に
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
第
２
次
世
界
大
戦
後
で
す
。
今
年

で
戦
後
71
年
で
す
が
、
そ
れ
以
前
は
ダ
メ

な
歯
は
抜
い
て
そ
の
ま
ま
が
一
般
的
と
考

え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

天て
ん
ね
ん
し

然
歯（
一
度
も
治
療
し
て
い
な
い
歯
）

は
１
０
０
～
２
０
０
年
も
つ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、一
度
死
ん
だ
歯（
失
活
歯
）は
、

い
つ
ま
で
も
つ
か
は
予
想
で
き
な
い
の
が

現
実
で
す
。

　

間
違
い
な
く
言
え
る
こ
と
は
、
一
度
死

ん
だ
歯
は
神
経
の
あ
る
歯
に
比
べ
は
る
か

に
弱
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

弱
い
と
い
う
こ
と
は
、
詰
め
物
や
か
ぶ

せ
物
が
ダ
メ
に
な
り
や
す
い
こ
と
も
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
ダ
メ
に
な
っ
た
と
き
に
は

歯
を
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
も

高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

歯
が
死
ぬ
原
因
の
多
く
は
虫
歯
で
、
簡

単
に
ま
と
め
る
と
お
口
の
唾
液
の
中
で
歯

が
と
け
る
病
気
で
す
。
歯
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
ら
、
詰
め
物
や
か
ぶ
せ
物
を
す
る

治
療
は
必
要
で
す
が
、
も
っ
と
必
要
な
の

は
歯
が
と
け
る
状
況
を
改
善
す
る
こ
と

で
す
。

　

歯
は
28
本
（
親
知
ら
ず
を
除
く
）
あ
り

ま
す
が
、
一
本
の
歯
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と

は
ほ
か
の
27
本
も
死
ぬ
可
能
性
が
高
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
か
か
り

つ
け
の
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

治療方法 平均使用
年数

レジン充
じゅうてん

填（白いプラスチックの詰め物） 5.2 年

インレー（金属の詰め物） 5.4 年

クラウン（金属のかぶせ物） 7.1 年

ブリッジ（抜けた歯の隣の歯を利用してつないだかぶせ物） 8.0 年

【表１】治療方法と使用年数

※一般的な保険治療問題が起こった人の平均で、何の問題も起きずに来院し
ない人もいるのでもう少し長くなる可能性がある

献
血
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
一
部
助
成
の
お
知
ら
せ
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新そばまつり
日　時／ 10 月 1 日㈯

　　　　  11：00 より

前売券／ 450 円 （栗夢プラザ、やなぎ

　　　　  屋で販売）

根っこの会絵手紙展
　会員の温かい作品をご堪能ください。

期　間／ 10 月 8 日㈯～ 20 日㈭

まちの駅寄席
日　時／ 10 月 14 日㈮

　　　　（開場）18：30（開演）19：00

出演者／（講談）荒
こうとう

倒　夢
む け い

形

　　　　  （落語）二
にはいてい

杯亭小
こすいらく

酔楽

木戸銭／ 500 円（ワンドリンク）

秋まつり思い出
　　　　　お絵かき展
　子どもたちのかわいらしい作品を、

ぜひご覧ください。

期　間／ 10 月 22 日㈯～ 31 日㈪

大好評！手打ちそば
※限定30食

★今月の「そばの日」　
　10 月 7 日・14 日・21 日・28 日
　（毎週金曜日　11：00 ～）

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の展示会

などでのご利用をお待ちしています。

　まずはご相談ください！ 

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア
最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

☎ 72-3581

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

消費生活
相談室 です

消費生活
相談室

栗山公園
だよりVol.103

栗山公園
だより

★☆☆落ち葉制作☆☆★★☆★落ち葉制作★☆★★☆★落ち葉制作★☆★

・店頭などで勧誘され、ポイントカードを申し込んだところ、
実は希望していないクレジット機能が付いているカードだっ
たという相談が寄せられています。

・クレジット機能付きのポイントカードは、特典が優遇される
反面、年会費が発生したり、決済機能があるため保管などに
注意が必要になったりする場合があります。勧誘をされても
詳しい説明を求め、納得できなければきっぱり断りましょう。

■アドバイス

【国民生活センター相談事例】
　家電量販店で買い物をした際に、「特典が
付くから」などとポイントカードを作るよう
熱心に勧められた。
　高齢なので申込書に記入するのが難しいと断ったが、店員に「代
わりに記入する」と言われ、断りきれずに申し込んだ。
　数日後クレジット会社から連絡があり、クレジットカード機能が
付いたものだとわかった。
　先日は年会費の請求書も届いた。クレジットカードはいらない。
解約したい。（80 歳代女性）

ポイントカードのつもりが
クレジットカードの申し込みに

まちの駅
イベント
まちの駅
イベント10月

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515・Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

　栗山公園の秋を 1 枚の台紙に収めてみませんか！
　ななかまど・もみじ・いちょう・さくら・くりの 5 種類の落
ち葉をスキなシートに貼るだけです♪
　どなたでも簡単にできますので、お子さんから大人の方まで
ご参加ください★
　完成した作品はクリアファイルに入れてプレゼントします。
期　　間／ 10 月 1 日㈯～ 31 日㈪
時　　間／ 10：00 ～ 16：00
受付場所／公園案内所

【問い合わせ】
　町子育て支援センター
　☎ 72- 1280  Fax 72-1320

　忙しい時やリフレッシュしたい時などちょっとお手伝いしてくれる人がいたら…
という方は依頼会員になりませんか？そして、子どもが好きな方、子育て経験を生
かし子育て中のお母さんの力になりたい…という方は提供会員として、ぜひご協力
ください！！

【ファミリー・サポート・センターとは】
　子育てをお手伝いしてほしい人 ( 依頼会員 ) と子育てのお手伝いをしたい人 ( 提供
会員 ) とをアドバイザーが仲介し、子育てを支援する事業です。

【会員対象】
　町内在住または勤務先が町内の方、0 歳～小学校 6 年生までのお子さんがいる方

【主なサービス内容】
　育児支援（子守り・外出の補助など）、保育施設の時間外や学校の放課後の預かり、
病院受診や冠婚葬祭などの急用時の預かり
※上記以外での利用も可能

【利用時間】
　7：00 ～ 21：00 までの間で 1 時間以上（年中無休）

【利用料金】
　平日　　　　1 人につき 1 時間まで 600 円（1 時間を過ぎると 30 分 300 円）
　土日・祝日　1 人につき 1 時間まで 700 円（1 時間を過ぎると 30 分 350 円）
※ 2 人以上のお子さんの育児援助を受ける場合は半額

【申込先・問い合わせ】
　栗山町ファミリー・サポート・センター（株式会社志援内）
　担当　羽鳥　☎ 73-5777

◆
日　

時　
　

　

10
月
２
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
0
時
半

※
各
ブ
ー
ス
は
11
時
50
分
で
終
了　

◆
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
協
力
団
体

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
、
栗
山
い
ち
い

保
育
園
、
継
立
ま
つ
ば
保
育
園
、
こ

と
ば
を
育
て
る
親
の
会
、
ふ
う
せ
ん

サ
ー
ク
ル
、
町
図
書
館
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
札

幌
学
院
大
学
、
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
町
産
業
振
興
課
、
町

保
健
福
祉
課

★
午
前
９
時
50
分
よ
り
、
大
ホ
ー
ル
で

「
栗
っ
子
よ
い
歯
の
表
彰
式
」
を
行

い
ま
す
。

★
正
午
よ
り
、
大
ホ
ー
ル
で
図
書
館
司

書
に
よ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
行
い

ま
す
。

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第 8回

遊びに来てね！

会員募集中 ！！

ファミリー・サポート・センター会員募集中 ！！

ファミリー・サポート・センター！会員募集中 ！！

ファミリー・サポート・センター



く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

給水装置は所有者の財産です
　町が管理する配水管から分かれて、各家庭
に水を配る水道管を「給水管」と言います。
この給水管と止水栓、水道メーター、蛇口な
どをまとめて「給水装置」と呼んでいます。
　給水装置の水道メーター以外は所有者の財
産ですので、所有者が維持管理を行い、それ
に係る費用は所有者の負担になります。ただ
し、配水管から水道メーターまでの漏水につ
いては、町で負担しています。
　家庭で安心して水道を使用していただくた
めに、給水装置から水が漏れていないか故障
がないかなど、いつも気を付けて管理してく
ださい。

みんなの

水 道

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

◆
情
報
提
供
団
体　

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員

・
南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

・
栗
山
警
察
署

・
町
社
会
福
祉
協
議
会

◆
申
出
先
・
問
い
合
わ
せ

町
保
健
福
祉
課

高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
７

自
賠
責
の
期
限
切
れ
に
気
を
付
け
て
！

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
27
年

の
事
故
発
生
件
数
は
約
54
万
件
、
死
傷

者
数
は
約
67
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が

交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で

あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に

と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も

の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
全
て
の
車
・

バ
イ
ク
1
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
加
害
者
の
賠
償
責
任
を

担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的

な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被

害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
制
度
の
役
割
や
重
要

性
、
保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
仕

組
み
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
・
認

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　

◆
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局

札
幌
運
輸
支
局

☎
０
１
１（
７
３
１
）７
１
６
７

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
そ
の
影
響

◆
現
　
　
状

　

札
幌
で
は
地
球
温
暖
化
に
加
え
都
市

化
の
影
響
で
平
均
気
温
は
1
0
0
年

あ
た
り
で
約
２
・
４
℃
上
昇
し
て
お
り
、

全
国
的
に
桜
の
開
花
日
が
年
々
早
く
な

る
観
測
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

◆
温
暖
化
の
進
行
で
予
想
さ
れ
る
影
響

　

大
雨
や
洪
水
の
増
加
、熱
中
症
の
増
加
、

農
作
物
の
収
穫
量
の
低
下

◆
対

策

　

節
電
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
で
き
る

だ
け
抑
え
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑

制
す
る
（
緩
和
策
）
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
気
象
防
災
部

　

地
球
環
境
・
海
洋
課　

　

☎
0
1
1
（
6
1
1
）
6
1
7
4

国 民 年 金
国民年金保険料「2 年間前納」を
利用しませんか？
　毎年４月末に口座振替で２年間の国民年金
保険料を前納する納付方法が、国民年金で一
番大きな割引を受けられます。
≪２年間前納（口座振替）のメリット≫
① 2 年間で 15,000 円程度の割引となります。
　（平成 28 年度～ 15,690 円割引）
② 2 年前納分の全額がその年の社会保険料控

除の対象となります。
③口座振替を利用することにより、納め忘れ

を防ぐことができます。
※ 2 年前納は口座振替でのみ利用できます。
※申し込みは随時受け付けていますが、毎年

の申込期限は２月末です。

【問い合わせ】
　町住民生活課住民・国保グループ☎ 73-7509

く
ら
し

　

雇
用
労
働
実
態
調
査
を
実
施

　
　
町
内
の
事
業
所
に
勤
め
る
従
業
員
の

賃
金
や
労
働
条
件
、
福
利
厚
生
制
度
な

ど
の
実
態
把
握
を
目
的
と
し
た
雇
用
労

働
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事

業
所
の
皆
さ
ん
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　

本
調
査
は
建
設
業
、
製
造
業
、
御
・

小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
常
時
従
業
員

５
人
以
上
）を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、

２
年
お
き
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
対

象

　

建
設
業
、
製
造
業
、
御
・
小
売
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
（
常
時
従
業
員
５
人
以
上
）
の

事
業
所
お
よ
び
従
業
員

◆
期

間

　

９
月
中
旬
か
ら
10
月
下
旬
ま
で

◆
委
託
業
者

　

株
式
会
社
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　

☎
�
７
５
１
６

　
全
国
労
働
衛
生
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
　
「
健
康
職
場　

つ
く
る　

ま
も
る
は　

み
ん
な
が
主
役
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

10
月
1
日
㈯
か
ら
7
日
㈮
ま
で
、
平
成

28
年
度
全
国
労
働
衛
生
週
間
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
　

こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で

ト
ッ
プ
か
ら
第
一
線
の
現
場
に
至
る
ま

で
、
健
康
保
持
増
進
の
意
識
を
高
め
、

そ
の
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督
署（
第
三
方
面
）

　

☎
0
1
2
6
（
２
２
）
4
4
9
0

　

無
年
金
者
に
生
活
支
援
給
付
金
を
支
給

◆
対

象

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給
資
格
の

な
い
方
で
、
次
の
①
～
⑥
の
全
て
に
該

当
し
生
活
上
困
窮
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方

①
生
活
保
護
費
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

②
前
年
の
収
入
額
が
80
万
円
未
満
の
方

③
平
成
28
年
度
の
町
民
税
に
お
い
て
、
ど
な

た
か
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な
い
方

④
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方

⑤
同
一
世
帯
内
に
収
入
の
あ
る
同
居
人
が

い
な
い
方

⑥
同
居
し
て
い
な
い
親
族
や
第
三
者
な
ど

か
ら
定
期
的
・
臨
時
的
に
金
銭
の
支
援

を
受
け
て
い
な
い
方

◆
支
給
額　
　

月
額
５
千
円

◆
申
請
手
続　

申
請
書
（
印
鑑
）
の
他
に
審
査
に
必
要

な
書
類
（
通
帳
）
な
ど
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
保
健
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
７

高
齢
者
地
域
支
え
合
い
活
動
推
進
の
情

報
提
供

　
　

高
齢
者
の
安
心
・
安
全
な
地
域
社
会

実
現
を
目
的
と
す
る
「
栗
山
町
地
域
支

え
合
い
活
動
推
進
条
例
」に
基
づ
い
て
、

協
定
を
結
ん
だ
情
報
提
供
団
体
に
、
対

象
の
方
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
　

情
報
提
供
に
同
意
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
所
定
の
様
式
（
要
捺
印
）
に
よ

る
書
面
で
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

◆
対

象
　
　
　
　
　

・　
70
歳
以
上
の
単
身
世
帯
の
方

・　
70
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
方

◆
情
報
内
容　

　

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、
そ
の
他　

　

町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

【問い合わせ】厚生労働省北海道労働局  ☎011-709-2311

※ 10 月 1 日効力発生

必ずチェック  最低賃金 !

北 海 道
最低賃金 7 8 6  円時間額

コミュニティバス運休のお知らせ
　コミュニティバス本格運行準備のため、次の期間は全便

運休とさせていただきます。ご利用者の皆さんにはご不便
をお掛けしますがよろしくお願いします。
◆期　　間
　11 月 1 日㈫から 30 日㈬まで
※ 12 月 1 日㈭より新たなルートで再開を予定しています。

新たなルートなどにつきましては、次月以降の町広報、
折込チラシなどでお知らせします。

◆問い合わせ
　町建設水道課総務管理グループ　☎ 73-7512

 

　

   
   詳しくは
   ホームページをご覧ください 中　退　共　

小企業　　　　職金        済制度

C  H  U                        T  A  I                        K    Y    O

安全・有利・手軽　　　　　　　　　　　　　　な

国の退職金制度を活用しませんか。

( 独 ) 勤労者退職金共済機構 中小企業退職金共済事業本部 TEL036907-1234 FAX035955-8211

掛金の一部を国が助成します。

国の制度だから安心
　

手数料などもかかりません。

掛金は全額非課税
　

退職金試算額などをお知らせします。

社外積立で管理も簡単

検索中退共

10
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
October

23 広報くりやま   2016. 10 222016. 10　広報くりやま   
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催
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い　

　
　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
親
睦
と
交

流
を
目
的
に
、
身
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

な
ど
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時
　

　

10
月
16
日
㈰
　
午
前
9
時
～
正
午

◆
場
　
　
所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象

　

町
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

◆
内

容

　

体
を
使
っ
た
楽
し
い
レ
ク
ゲ
ー
ム
な
ど

◆
参
加
料　
　

無
料

◆
申
込
期
限
　
　
10
月
7
日
㈮
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
�
１
３
２
２

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
開
設

　
【
町
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
委
託
事
業
】　　
　
　

　
　
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
と
は
、
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
が
互

い
の
情
報
を
交
換
し
合
う
こ
と
で
不
安

を
取
り
除
き
「
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
」

憩
い
の
場
で
す
。

◆
日
　
　
時

　

10
月
19
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
か
ら

◆
場
　
　
所

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

◆
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

　

☎
�
2
6
0
0

　
北
海
道
地
方
税
等
合
同
公
売
会
（
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
）

　
　

北
海
道
や
市
町
村
な
ど
が
差
押
え

し
た
財
産
の
合
同
公
売
会
を
実
施
し
ま

す
。
実
際
に
公
売
物
件
を
目
に
し
て
入

札
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
　
時

　

10
月
30
日
㈰　

正
午
か
ら

※
入
札
締
め
切
り
は
午
後
1
時
30
分
で
す
。

◆
場
　
　
所

　

札
幌
市
東
区
北
27
条
東
16
丁
目
北
海
道

立
札
幌
高
等
技
術
専
門
学
院
体
育
館

※
地
下
鉄
東
豊
線
元
町
駅
下
車
1
番
出
口

か
ら
北
方
向
へ
徒
歩
4
分
で
す
。

◆
必
要
な
も
の

　

印
鑑
（
個
人
は
認
め
印
、
法
人
は
代
表

社
印
）、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）、
委
任
状
（
代
理

人
が
入
札
に
参
加
す
る
場
合
）、
買
受

代
金
（
現
金
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
「
北
海
道
地
方
税
等
合
同
公
売
会
事
務

局
」
～
北
海
道
札
幌
道
税
事
務
所
税
務

管
理
部
納
税
課
徴
収
対
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
0
1
1
（
2
8
1
）
7
8
7
3

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
体
験
講
習
会

　
　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
（
飾
り
）
や
鏡
・
写
真

フ
レ
ー
ム
な
ど
、
お
好
き
な
も
の
を
お

好
き
な
色
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

で
き
た
作
品
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま

す
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
初
め
て

の
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
日

時　
　

　

11
月
3
日
㈭　

文
化
の
日

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

◆
場

所

栗
山
地
の
塩
キ
リ
ス
ト
教
会

栗
山
駅
西
口

◆
講

師

　

三
海　

優
貴　

氏

　
【
有
限
会
社
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
綜
合
工
房
】

◆
会

費

　

3
0
0
0
円
（
材
料
費
込
み
）

◆
定

員

①
、
②
と
も
に
先
着
各
6
人　

◆
締
切
期
限

　

10
月
22
日
㈯

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

異
文
化
交
流
を
楽
し
む
会　

田
近

　

☎
0
9
0
（
6
1
9
1
）
0
1
7
4

ス
キ
ー
指
導
員
養
成
講
習

　
　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
ス
キ
ー
指

導
員
に
挑
戦
す
る
方
の
養
成
講
習
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
期

間　

　

11
月
～
３
月

◆
対
　
　
象　

･
20
歳
以
上　

Ｓ
Ａ
Ｊ
1
級
取
得
者

･
シ
ニ
ア　

Ｓ
Ａ
Ｊ
２
級
以
上

◆
申
込
期
限　

　

10
月
22
日
㈯

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

谷
田
進
太
郎

☎
０
９
０（
1
5
2
6
）3
3
5
6

技
能
検
定
試
験

◆
受
付
期
間　

　

10
月
3
日
㈪
～
14
日
㈮

◆
等
　
　
級　

　

特
級
、
1
級
～
３
級
、
単
一
等
級

◆
実
施
職
種　
　

　

機
械
保
全
、
鉄
筋
施
工
、
建
築
大
工
な
ど

◆
受
験
資
格　
　

　

各
職
種
と
も
所
定
の
実
務
経
験
が
必
要

※
経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
お
よ
び
実
施

職
種
、
受
験
手
数
料
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

　

☎
０
１
２
５
（
２
４
）
１
８
８
０

講
習

　　

狩
猟
免
許
取
得
に
係
る
申
請
手
数
料
な

ど
を
助
成

◆
対
　
　
象

　

町
内
在
住
の
狩
猟
免
許
試
験
受
験
者

◆
助
成
内
容

　

狩
猟
免
許
申
請
手
数
料
、
申
請
に
係
る　

　

健
康
診
断
料
お
よ
び
予
備
講
習
受
講
料

◆
試
験
日
時

　

12
月
4
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

◆
試
験
場
所　

　

空
知
総
合
振
興
局

◆
予
備
講
習
日
時
（
受
験
者
対
象
）

　

11
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◆
予
備
講
習
場
所

　

岩
見
沢
市
民
会
館
「
ま
な
み
ー
る
」

◆
予
備
講
習
受
講
料

　

第
１
種
、
第
２
種　
　

７
５
０
０
円

　

網
、
わ
な　
　
　
　
　

５
０
０
０
円

　

同
時
受
講　
　
　
　

１
０
０
０
０
円

◆
受
付
期
間

　

10
月
18
日
㈫
か
ら
11
月
18
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会　
　
　

　
（
町
産
業
振
興
課
農
林
業
振
興
グ
ル
ー
プ
）

　

☎
�
7
5
1
5

秋
は
ヒ
グ
マ
に
ご
注
意
を

　
　

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
は
、
特
に

春
と
秋
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
春
は
山
菜
採
り
、
秋
は
キ
ノ
コ

採
り
な
ど
、
人
間
が
山
野
に
出
か
け
る

機
会
が
多
い
季
節
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、
ヒ
グ
マ
も
春
は
冬
眠
明
け
の
た
め

に
、
秋
は
冬
眠
を
控
え
て
、
と
も
に
餌

を
求
め
て
よ
り
活
発
に
活
動
す
る
た

め
、
人
間
と
ヒ
グ
マ
が
遭
遇
す
る
確
率

が
高
ま
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　

入
山
す
る
際
は
、
安
全
の
た
め
に
左

記
の
「
野
山
で
ヒ
グ
マ
に
遭
わ
な
い
た

め
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
」
を
守
っ
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
特
別
期
間

　

10
月
31
日
㈪
ま
で

◆
ヒ
グ
マ
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ル
ー
ル

・
事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認
す　

　

る
。　

・
一
人
で
は
野
山
に
入
ら
な
い
。

・
野
山
で
は
音
を
出
し
な
が
ら
歩
く
。

・
薄
暗
い
と
き
に
は
行
動
し
な
い
。　
　
　

・
ク
マ
の
足
跡
や
フ
ン
を
見
つ
け
た
ら
、　

　

す
ぐ
に
引
き
返
す
。

・
食
べ
物
や
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

　

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

◆
日
　
　
時
　

　

10
月
18
日
㈫

　

午
前
9
時
半
～
午
後
4
時

◆
見
学
場
所
　

・
夕
張
市　

　

滝
の
上
公
園
、
道
の
駅
夕
張
メ
ロ
ー
ド

・
由
仁
町　

　

ゆ
め
っ
く
館
、
ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
、
ユ
ン　

　

ニ
の
湯
（
タ
オ
ル
持
参
）

◆
参
加
料

　

大
人
2
2
0
0
円

　

小
人
1
2
0
0
円

※
入
場
料
、昼
食
代
、入
湯
料
を
含
み
ま
す
。

◆
申
込
期
間
　

　
10
月
3
日
㈪
か
ら
7
日
㈮
ま
で

　
（
参
加
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

◆
定
　
　
員　

10
人

※
参
加
少
数
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

◆
主
　
　
催
　
　

　

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
集
合
場
所

　
栗
山
町
役
場
新
庁
舎
前

　
（
申
込
者
に
は
後
日
詳
し
い
ご
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
0
2

【問い合わせ】　　空知総合振興局 課税課 事業税関税係　　☎ 0126（20）0053

○道は 10 月を「不正軽油防止月間」と定め、

道内各地でトラックなどの燃料抜き取り調査

を実施します。

不 正 軽 油 は 犯 罪 で す
「不正軽油」を

【使わない】【買わない】

【作らない】【売らない】

ストップ！
不正軽油！

催
し

く
ら
し

試
験

10
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
October

25 広報くりやま   2016. 10 242016. 10　広報くりやま   



く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

相
談

ご
厚
意

4/1 ～ 9/15 までの総数
11,358 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

131,978,089 円

　

氏　

 

名　

    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

太
田
紗さ

な夏 

8/18

田
中
杏あ

ん
な奈 

8/20

関
口
愛ま
な
み海 

8/28

原
田
祈い

よ與 

8/29

将

人

あ
き
え

智

明
麗

祐

一

順

子

智

史

真
由
美

お
め
で
た

松   

風
4

継

立

松
風
２

滝

下

平成 28 年度  ふるさと応援寄附

②
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時
15
分
ま
で
（
完
全
週
休
2
日
制
）

③
休
暇
な
ど

　

年
次
有
給
休
暇
、
結
婚
、
忌
引
、
出
産

な
ど
の
休
暇
の
ほ
か
に
育
児
休
業
制
度

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
試
験
方
法

　

論
文
ま
た
は
作
文
、
面
接
試
験

◆
試
験
日

　

平
成
28
年
11
月
頃

◆
募
集
期
間

　

10
月
3
日
㈪
か
ら
10
月
31
日
㈪
ま
で

※
提
出
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
１

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

10
月
21
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

【
8
月
16
日
～
9
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏　

名　

   

齢   

月 

日                      

世
帯
主     

住  
所

田
中
　

博 

90 

8/26 

本

人

久
惠
百
合
子 

85 

8/27 

晃

井
波
俊
一 

62 

8/29 

本

人

元
木
輝
雄 

87 

8/30 

本

人

松
井
ハ
ル
ミ 

87 

8/31 

本

人

西
野
輝
雄 

87 

9/3 

本

人

赤
羽
根
正
輝 

83 

9/5 

本

人

福
島
良
一 

84 

9/6 

本

人

小
谷
キ
ク 

95 

9/7 

本

人

後
藤
三
夫 

91 

9/8 

本

人

鵜
川
惠
一 

91 

9/8 

本

人

川
村
　

進 

80 

9/8 

本

人

澤
野
勝
次
郎 

76 

9/9 

本

人

お
く
や
み中

央
４

南
学
田

杵

臼

南
学
田

継

立

朝
日
４

中
央
３

松
風
３

朝
日
３

桜
丘
１

継

立

継

立

角

田

松
風
４

朝
日
４

松
風
２

湯

地

中
央
３

錦

３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

　

10
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　
　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所　

健
康
支
援
係

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
2

　
町
へ

【
物
品
】

◇
匠
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
村
中
菜
穂
子

代
表
）（
朝
日
3
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
稲
葉
幡
男
さ
ん
（
朝
日
3
）

◇
栗
山
リ
ハ
ビ
リ
友
の
会

　
く
り
の
さ
と
へ

【
物
品
】

◇
榎
本
和
樹
さ
ん
（
円
山
）   

◇
中
央
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
梅
津  

　

弥
須
治
会
長
）

【
慰
問
】

◇
松
本
貴
子
さ
ん
（
中
央
４
）

◇
ア
キ
さ
ん
（
千
歳
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
ビ
ハ
ー
ラ
く
り
や
ま（
吉
田
輝
男
会
長
）

◇
月
見
草
の
会
（
土
田
清
美
会
長
）

◇
シ
ナ
リ
ー
化
粧
品
（
砂
川
市
）

　
泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
吉
村
葬
儀
社
（
松
風
4
）

◇
三
嶋
時
雄
さ
ん
（
長
沼
町
）

◇
榎
本
和
樹
さ
ん
（
円
山
）

◇
川
崎
俊
樹
さ
ん
（
大
井
分
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
ケ
ー
ナ
の
会

◇
栗
山
赤
十
字
奉
仕
団

　
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
参
加
者
募
集

◆
日
　
　
時　

11
月
3
日
㈭

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
（
希
望

時
間
よ
り
30
分
程
度
）

◆
場
　
　
所

　

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」（
発
着
）・

駅
前
通
り
商
店
街

◆
対
　
　
象

　

町
内
の
幼
児
（
年
中
・
年
長
児
童
の
み
）

※
兄
弟
（
弟
・
妹
）
一
緒
の
参
加
可
で
す
。

◆
内
　
　
容

　

父
母
ら
か
ら
頼
ま
れ
た
お
つ
か
い
を
、
子

ど
も
た
ち
が
一
人
で
買
い
物
を
し
ま
す
。

◆
参
加
特
典

　

子
ど
も
た
ち
の
お
つ
か
い
の
様
子
を
記

録
し
た
D
V
D
・
く
り
や
ま
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
（
1
0
0
0
円
分
）
贈
呈

◆
参 

加 

料　

無
料
（
買
い
物
に
か
か
る

費
用
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

◆
申
込
方
法

　

各
保
育
園
・
幼
稚
園
で
配
布
の
申
込
書

を
ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
に
提
出

　
（
申
込
書
は
ま
ち
の
駅
の
駅
「
栗
夢
プ

ラ
ザ
」
に
も
設
置
）

◆
申
込
定
員　

20
人
（
先
着
順
・
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
申
込
期
間

　

10
月
16
日
㈰
～
18
日
㈫

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
加
盟
店
会　

　

☎
0
9
0
（
1
5
2
1
）
3
5
0
5

　
冬
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
募
集　

◆
内
　
　
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク
リ
ス
マ
ス
体
験
・
英

語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

◆
研
修
国

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ

ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

◆
日
　
　
程

　

12
月
24
日
㈯
～
平
成
29
年
1
月
4
日
㈬

の
う
ち
6
～
10
日
間

◆
対
　
　
象

　

小
3
か
ら
高
3
ま
で

◆
定

員

　

各
グ
ル
ー
プ
15
人

◆
参
加
費

　

２
３
８
０
０
０
円
～
４
２
５
０
０
０
円

◆
締
　
　
切

　

11
月
2
日
㈬

※
先
着
順
で
す
。（
10
月
26
日
㈬
ま
で
に

申
し
込
み
の
方
は
、早
期
割
引
1
万
円
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
（
6
4
1
7
）
9
7
2
1

　

F
A
X
0
3
（
6
4
1
7
）
9
7
2
4

　　

ス
イ
ー
ツ
婚
活
in
空
知

◆
日
　
　
時

　

11
月
13
日
㈰ 

正
午
か
ら
午
後
3
時
40

分
（
午
前
11
時
受
付
開
始
）

◆
場
　
　
所

　

砂
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
う　

ミ
ニ
ホ
ー
ル

◆
募
集
人
数　

　

20
代
か
ら
40
代
の
独
身
男
女
各
24
人

◆
参
加
条
件　

　

結
婚
に
向
け
た
出
会
い
を
真
剣
に
考
え

る
独
身
の
方

※
男
性
は
空
知
管
内
在
住
の
方
（
女
性
は

不
問
）
で
す
。

◆
参 

加 

費　

1
5
0
0
円

◆
申
込
方
法

　

W
e
b
・
メ
ー
ル
・
F
A
X
・
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
締
切
期
限

　

10
月
13
日
㈭

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

◆
主
　
　
催　

北
海
道
空
知
総
合
振
興
局

◆
問
い
合
わ
せ

　

株
式
会
社
ノ
ヴ
ェ
ロ

　

☎
０
１
１
（
２
８
１
）
６
６
３
１

　
（
ス
イ
ー
ツ
婚
活
係
）

　

道
立
苫
小
牧
高
等
技
術
専
門
学
院
の
訓

練
生
募
集

◆
募
集
学
科

・
金
属
加
工
科
（
溶
接
試
験
で
の
学
科
試

験
免
除
の
指
定
施
設
）

・
機
械
科
（
機
械
加
工
お
よ
び
設
備
保
全

の
技
術
者
を
目
指
す
）

・
電
気
工
事
科
（
経
済
産
業
省
認
定
の
第

二
種
電
気
工
事
士
養
成
施
設
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
科
で
、種
々
の
技
能
講
習
、

安
全
衛
生
特
別
教
育
の
習
得
が
学
院
内

で
で
き
ま
す
。

◆
推
薦
受
付
期
間

　

11
月
1
日
㈫
か
ら
11
月
20
日
㈰
ま
で

◆
選
考
日　

11
月
25
日
㈮

◆
一
般
受
付
期
間

　

11
月
21
日
㈪
か
ら
12
月
10
日
㈯
ま
で

◆
選
考
日　

12
月
16
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
立
苫
小
牧
高
等
技
術
専
門
学
院

〒
0
5
3
ー
0
0
5
2

　

苫
小
牧
市
新
開
町
4
丁
目
6
番
10
号

　

☎
0
1
4
（
4
5
5
）
7
0
0
7

　

平
成
29
年
度
栗
山
町
職
員
採
用
募
集

【
一
般
事
務
職（
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
）】

◆
受
験
資
格

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
、
特
別
支

援
学
校
高
等
部
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

平
成
29
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

・
昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障

が
い
程
度
１
級
か
ら
６
級
ま
で
の
方

・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、
介

護
者
な
し
で
事
務
職
員
と
し
て
職
務
の

遂
行
が
可
能
の
方

・
活
字
印
刷
の
出
題
お
よ
び
口
頭
に
よ
る

面
接
試
験
に
対
応
可
能
な
方

・
栗
山
町
に
居
住
可
能
な
方

◆
採
用
日
・
人
数

　

平
成
29
年
４
月
１
日
若
干
名
採
用
予
定

◆
給
与
・
勤
務
条
件
な
ど

①
給　
　

与

・
高
等
学
校　

１
４
４
６
０
０
円
～　
　

・
大
学　
　
　

１
７
６
７
０
０
円
～

※
初
任
給
は
、
経
歴
に
応
じ
て
加
算
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
、
通
勤
手
当
、
住
宅
手
当
、

扶
養
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
期
末
・

勤
勉
手
当
（
賞
与
）
な
ど
が
支
給
要
件

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

募
集

牧
野
　

茂 

81 

9/10 

本

人

大
川
ふ
み
子 

95 

9/11 

本

人

錦
古
里　

猛 

78 

9/12 

本

人

菅
𠩤
フ
ツ
ヱ 

99 

9/12 

本

人

土
井
國
男 

72 

9/14 

本

人

桑
𠩤
達
子 

87 

9/15 

本

人

【
8
月
16
日
～
9
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏　

 

名　

    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

古
市
健け

ん
し
ん心 

8/10

松
村
柚ゆ

ず
き希 

8/15

進

也

幸

恵

和

人

祐
里
香

中
央
３

中
央
３

10
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
October
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サケの自然産卵を目指して＊雨煙川清掃

夕張川自然再生協議会主催の河川清掃「故郷の川河川
美化運動」が、夕張川支流の雨煙別川で行われまし

た。栗山青年会議所や錦町内会、河川関係団体など約 60
人が参加。はじめに高橋慎会長が「サケが自然産卵でき
る環境を整えましょう」とあいさつ。参加者は川原に溜
まったペットボトルや空き缶などを撤去していきました。
参加した大沢悠

ゆうすけ
亮くん（北長沼小 2 年）は「サケが上っ

てくるのを見てみたい」と話していました。（9 月 10 日）

元気いっぱい！＊ファミリースポーツフェスティバル

姉妹都市の宮城県角田市青年研修団（森真孝団長）が
栗山町を訪れました。同研修団は商工会青年部や

JA 青年部の有志6 人で構成され、3 日間の日程で道内の
視察や地元青年団体との交流などを行いました。総合福
祉センター「しゃるる」での歓迎会後、一行は役場会議室
で地域創生や移住・定住、新規就農など栗山町のまちづく
りについて研修。翌日は有限会社植物育種研究所、開拓記
念館、小林家を訪れました。　　　　　（9 月9 日～11 日）

両市町の交流を深める＊角田市青年国内研修団来町

全て無償で提供＊図書館でリサイクル市

　
平
成
23
年
度
に
第
１
回
目
の
ふ
る
さ
と

教
育
交
流
会
を
開
催
し
、
昨
年
の
第
５
回

ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会
ま
で
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
延
べ
人
数
は
、
６
３
１
人
に
の

ぼ
り
ま
す
。

　

今
回
は
栗
山
町
の
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

に
つ
い
て
、
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
、
ふ
る
さ
と
栗
山
の
子
ど

も
た
ち
の
教
育
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

◆
日
　
　
時
　
11
月
９
日
㈬　

　
　
　
　
　
　

午
後
6
時
～
8
時

◆
場
　
　
所

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
内
　
　
容
　

・
基
調
講
演

　

栗
山
の
ふ
る
さ
と
教
育
の
素
晴
ら
し
さ

　

～
２
年
間
の
取
材
で
感
じ
た
こ
と
～

　

株
式
会
社
北
海
道
新
聞
社

　

校
閲
部
次
長　

伊
藤　

圭
三
氏

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◆
対
　
　
象
　

　

栗
山
の
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
り
や
関
心

　

の
あ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
可

◆
主
　
　
催
　
町
地
域
教
育
協
議
会

◆
入
場
料
　
無
料

◆
申
込
期
限
　
10
月
28
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

【指導者表彰】 　
◇谷田進太郎（町バスケットボール協会）　◇鈴木　達幸（町弓道連盟）
◇小谷勢津子（町ソフトテニス連盟）

【選手表彰】
◇宇野　友規（バドミントン）　第69回全日本総合バドミントン選手権大会出場
◇水上真悠子（バレーボール）　第70回国民体育大会バレーボール競技成年女子出場
◇吉川　幸佑（サッカー）　　　日本クラブユースサッカー選手権大会出場
◇木内　菜摘（柔道）　　　　　平成28年度全国高等学校総合体育大会柔道競技大会出場
◇花田崇一朗（空手道）　　　　第36回全国空手道選手権大会出場
◇渡邉　太文（スキー）　　　　2016JOCジュニアオリンピックカップアルペン競技において6位
◇後藤　大和（柔道）　　　　　嘉納治五郎師範サハリン州来島記念柔道大会において優勝
◇後藤　未結（柔道）　　　　　全国小学生学年別柔道大会出場
◇武岡　紅葉（空手道）　　　　第36回全国空手道選手権大会出場
◇栗山中学校剣道部（剣道女子） 神埼市長旗第27回全国中学校選抜剣道大会出場　　　　　※敬称略

栗
山
町
体
育
協
会
主
催
の

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

が
、
ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
に
は
梶

良
行
会
長
か
ら
記
念
の
盾
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。　
（
９
月
４
日
）

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

親子や友だちでスポーツを楽しむ「第 15 回くりやま
ファミリースポーツフェスティバル」が、ふじスポー

ツ広場で行われました。開会式で、町スポーツ推進委員
の岡山典弘委員長が「大いに元気よくスポーツをしましょ
う」とあいさつ。準備体操を行い、4 チームに分かれて
競技がスタート。障害物リレーや大玉転がし、満水リレー
などの 5 種目が用意され、参加した約 70 人は、芝生の上
で元気いっぱい心地よい汗を流していました。（9 月 4 日）

毎年恒例となっている「ブックリサイクル市」が町図書
館で行われました。本に親しんでもらおうと、小説や

絵本、美術書など約5400 点を用意。全て無償で提供される
ことから、オープン時には約30 人が列をなし、会場は多く
の人たちでにぎわいました。いちい保育園年長の堀川翼く
ん（5 歳）は「面白い本がたくさんあってうれしいです」と
話していました。今後は、10 月に角田図書室でミニブック
リサイクル市を開催します。　　　　　　　　（9 月10 日）

第 6 回ふるさと教育交流会 「                     」
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　農村環境改善センターのテニスコートを下記の期間
中は無料開放します。お気軽にご利用ください。
■期　　間　10 月 7 日㈮～ 16 日㈰
　※月曜日は休館日のため除きます。
■時　　間　9：00 ～ 17：00
■申込先・問い合わせ
　農村環境改善センター　☎ 72-6040

　
毛
糸
で
編
み
物
！

　

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
円
座
の
座
布
団
で
暖
か

い
冬
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
　
時
　
10
月
25
日
㈫
、
11
月
４
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場
　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
受
講
料　
１
５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

◆
持
ち
物　
か
ぎ
針
８
号
、
と
じ
針
、
は

　
　
　
　
　

さ
み
、
作
品
持
ち
帰
り
袋

◆
定
　
員　
10
人

◆
講
　
師　
鈴
木　

美
智
子
氏

「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
円
座
の
座
布
団

編
み
」
講
座

　
一
輪
の
花
を
愛
で
、
一
服
の
お
茶
を
い

た
だ
く
！
「
茶
の
湯
」
に
流
れ
る
「
美
を

楽
し
む
心
」
や
「
お
も
て
な
し
の
心
」
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
　
時
　
10
月
27
日
㈭ 　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場
　
所　
南
部
公
民
館

◆
受
講
料　
６
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

◆
持
ち
物　
な
し

◆
定
　
員　
10
人

◆
講
　
師　
伊
達　

桃
代
氏

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
法
」
講
座

　
具
を
き
ざ
み
、
合
せ
酢
と
お
米
を
一
緒
に

し
て
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
！
仕
上
げ
に
卵
を
の
せ

て
ち
ら
し
寿
司
の
出
来
上
が
り
！

◆
日
　
時
　
11
月
９
日
㈬ 　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
　
所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料　
７
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

◆
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭

　
　
　
　
　

タ
オ
ル
、
布
き
ん

◆
定
　
員　
15
人

◆
講
　
師　
岩
見
沢
友
の
会

　
　
　
　
　

武
田　

順
子
氏

「
炊
き
込
み
寿
司
と
茶
碗
蒸
し
」

講
座

　
生
花
の
よ
う
な
美
し
さ
を
長
く
保
て
る

押
し
花
。
押
し
花
を
材
料
に
し
て
、
お
部

屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
な
る
額
を
つ
作
り

ま
す
。

◆
日
　
時
　
10
月
28
日
㈮ 　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場
　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
受
講
料　
１
８
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

◆
持
ち
物　
作
品
持
ち
帰
り
袋

◆
定
　
員　
10
人

◆
講
　
師　
栗
山
町
押
し
花
サ
ー
ク
ル
会
員

「
押
し
花
額
作
り
」
講
座

ちょっと趣味を広げてみたい !!
そんな方のための講座を開きます。

気軽にご参加ください。

■申込期限　10 月 20 日㈭
■申込先・問い合わせ　
　カルチャープラザ「Eki」　☎ 73-3333

●
青
空
図
書
館

　
　
～
人
形
劇
団
が
や
っ
て
く
る
！
～

◆
日
　
　
時
　
10
月
30
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
正
午

◆
場
　
　
所
　
町
図
書
館

◆
内
　
　
容
　

　
人
形
劇
団
「
え
り
っ
こ
」
に
よ
る
人
形

　

劇
「
ふ
し
ぎ
の
森
の
ヤ
ー
ヤ
ー
」

◆
入
場
料
　
無
料

◆
申
し
込
み
　
不
要

●
手
作
り
絵
本
展
が
は
じ
ま
り
ま
す

◆
期
　
　
間
　
10
月
18
日
㈫
～
11
月
６
日
㈰

◆
場
　
　
所
　
町
図
書
館

◆
内
　
　
容
　

　

７
月
に
開
催
し
た
「
手
作
り
絵
本
作
家

　

に
な
ろ
う
！
」
の
参
加
者
が
作
っ
た
絵

　

本
を
展
示
し
ま
す
。
世
界
に
一
つ
だ
け

　

の
絵
本
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
角
田
ミ
ニ
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
市
開
催

◆
日
　
　
時　
10
月
５
日
㈬
～
29
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
　
　
　

※
水
～
土
曜
日
の
開
館

◆
場
　
　
所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
内
　
　
容　

　

小
説
・
雑
誌
・
絵
本
な
ど
を
無
料
で
お

　

譲
り
し
ま
す
。

◆
冊
　
　
数　

　

ひ
と
り
20
点
ま
で
（
雑
誌
の
付
録
は
一
点
）

※
本
を
入
れ
る
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

図
書
館
へ
行
こ
う

◆
日
　
　
時

　

10
月
16
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
　
　
所

　
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

●
ハ
ウ
ス
活
動
展

　
雨
煙
別
小
学
校
の
懐
か
し
い
写
真
展

　
未
来
に
輝
く
栗
山
の
子
ど
も
た
ち
の
体

　

験
活
動
展
（
壁
新
聞
）

　
ふ
る
さ
と
教
育
活
動
写
真
展

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
参
加
賞
あ
り
）

　

雨
煙
別
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

ハ
ン
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

●
食
べ
る
・
く
つ
ろ
ぐ
・
買
う

　

日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
飲
料
水

　

先
着
５
０
０
人
、
無
料

　

く
り
や
ま
コ
ロ
ッ
ケ
、
や
き
そ
ば
な
ど

●
も
ち
ま
き

　

午
後
２
時
半
頃
開
始
予
定

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

雨煙別小学校
コカ・コーラ環境ハウス

感 謝 祭

秋の里山
焚火塾

落
ち
葉
で
焼
き
い
も
！

◆
期
　
　
日　
10
月
23
日
㈰

◆
場
　
　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
　
象　
小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴

◆
参
加
費　
一
人
２
０
０
０
円

◆
申
込
期
限　
10
月
20
日
㈭

◆
日
　
　
程

　

午
前
９
時　
　

集
合

　
　
　

９
時
半　
落
ち
葉
集
め
、
里
山
散
策

　
　
　
　
　
　
　

焚
火
で
焼
き
芋

　
　
　

正
午　
　

昼
食

　

午
後
１
時　
　

解
散

お
や
こ
焚
火
塾

◆
期
　
　
間　
10
月
29
日
㈯
～
30
日
㈰

◆
場
　
　
所

　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

　

雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
対
　
　
象　
親
子
連
れ（
小
学
生
以
上
）

◆
参
加
費　
大
人　
　
　

９
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
７
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

※
１
泊
３
食
付

◆
定
　
　
員　
30
人

◆
持
ち
物　
初
日
の
昼
食

◆
申
込
期
限　
10
月
27
日
㈭

◆
日
　
　
程

（
１
日
目
）

　

午
前
10
時　
　

集
合

　
　
　

10
時
半　
落
ち
葉
集
め
、
里
山
散
策

　
　
　

正
午　
　

昼
食

　

午
後
１
時　
　

焚
火
で
焼
き
芋

　
　
　

４
時　
　

雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・

　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
着

　
　
　

６
時　
　

夕
食

　
　
　

10
時　
　

就
寝

（
２
日
目
）

　

午
前
７
時
半　

朝
食

　
　
　

９
時
半　
窯
か
ら
作
る
ピ
ザ
づ
く
り

　
　
　

正
午　
　

昼
食
（
ピ
ザ
）

　

午
後
１
時　
　

解
散

◆
日
　
　
時
　
10
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

◆
場
　
　
所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
主
　
　
催　
株
式
会
社
ス
イ
テ
ッ
ク

◆
対
　
　
象　

　

20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
町
民

◆
内
　
　
容

　
握
力
測
定
、長
座
体
前
屈
、上
体
起
こ
し
、

　

反
復
横
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
、
急
歩

◆
申
込
方
法　

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し
込
み

◆
申
込
期
限　
10
月
14
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

新
体
力
テ
ス
ト

◆申込先・問い合わせ
NPO 法人雨煙別学校

☎ 72-1696

◆申込先・問い合わせ
NPO 法人雨煙別学校

☎ 72-1696

改善センターテニスコート無料開放改善センターテニスコート無料開放改善センターテニスコート無料開放

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座
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人口  12,373  人  （ ＋1） 世帯数  5,965  世帯  （ ＋2 ）男  5,791  人  （ ＋1 ）　女  6,582  人  （ ±0）

▼
横
浜
銀
蝿
の
ラ
イ
ブ
の
お
手
伝
い
を

し
て
き
ま
し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
は
大
盛
況

で
、
早
々
に
完
売
。
私
は
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
会
場
の
脇
に
立
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
ト
ー
ク
な
ど
本
当
に
面
白
く
、
足

腰
を
最
大
限
し
び
ら
せ
な
が
ら
も
最
後

ま
で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

横
浜
銀
蝿
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
栗
山
出

身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
さ
ら

な
る
活
躍
と
ま
た
の
来
町
を
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　（
北
）

▼
台
湾
人
の
ブ
ロ
ガ
ー
や
旅
行
会
社
関

係
者
の
4
人
を
取
材
す
る
た
め
に
岩
﨑

農
場
さ
ん
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
岩
﨑

さ
ん
か
ら
ト
マ
ト
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
て
い
る
最
中
、
一
人
が
突
然
両
耳

に
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
て
喋
り
始
め
ま
し

た
。
誰
に
何
を
喋
っ
て
い
る
の
か
わ
か

ら
ず
、
最
初
は
宇
宙
人
と
交
信
を
し
て

い
る
の
で
は
？
と
思
い
ま
し
た
が
…
実

際
に
行
っ
て
い
た
の
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
配
信
。
ど
ん
な
状
況
で
も
迷
信
で

は
な
く
現
実
を
信
じ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　（
田
畑
）

▼
日
没
前
後
の
高
齢
の
歩
行
者
の
死
亡

事
故
が
際
立
っ
て
多
い
よ
う
で
す
。
そ

の
た
め
、
国
で
は
2
0
2
0
（
平
成

32
）
年
以
降
に
販
売
さ
れ
る
新
車
か
ら

の
ラ
イ
ト
の
自
動
点
灯
義
務
化
を
決
め

ま
し
た
。
早
め
の
点
灯
は
運
転
す
る
人

か
ら
の
見
え
や
す
さ
だ
け
で
は
な
く
、

歩
行
す
る
人
に
車
が
来
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
自
動
点

灯
化
ま
で
は
ま
だ
先
。
事
故
を
減
ら
す

た
め
に
も
早
め
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　（
杉
本
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

人のうごき 平成28年9月1日現在　（　）内は前月比　

北海道介護福祉学校「学校祭」
北海道介護福祉学校で 8 月 27 日、29 回目となる学校祭が開催され、

たくさんの来場者でにぎわいました。今年のテーマは「天真爛漫」。在
校生たちは介護技術の実演や手話サークルの発表など、普段通りの学び
の成果を披露しました。交換留学生としてフィンランドから来町した
イェンニ・フースコさんと、エベリーナ・カルフネンさんもフィンラン
ドではやりのダンスを踊り、会場からは大きな拍手が送られました。ま
た、高校生向けの体験入学会も同時開催され、道内各地から 22 人が参
加しました。長沼高校 3 年の山本稜人さんは「高校の先輩に勧められ
て参加しました。先輩たちの様子を見ていると、人との接し方について
すごく勉強になりました」と話していました。

■ 次号「広報くりやま 11 月号」の原稿締切は 10月14日㈮まで 
■ 提出先：町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501 322016. 10　広報くりやま   
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